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平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／37,640人（－64）
　男性／17,657人（－45）
　女性／19,983人（－19）
■世帯数　14,444戸（－19）
※（ ）は、前月との比較

平成20年6月1日現在

　大島村神浦の町並みでの一
コマ。国選定重要伝統的建造
物群保存地区に選定された神
浦の町並みでは、夕方になる
と子どもたちが学校帰りに集
まって、和気あいあいとにぎ
わいを見せています。この価
値ある町並みを後世に残すた
めに、私たちにできることと
は。特 集「分 岐 点ｰTURNING 
POINTｰ」は２ページから。

　今月号では、ターニング
ポイント（分岐点）と題して、
大島村の神浦の町並みにつ
いて特集を組みました。取
材中、住民のみなさんのふ
るさとに対する思いをいろ
いろと聴きましたが、思い
や形は違えども、明るい未
来を描いているのはみなさ
ん同じです。平戸市の歴史
や自然、食など、市民のみ
なさん一人ひとりが今一度
その価値を認識して初めて、
平戸市の資源が光り輝くの
だと感じました。

　観光統計の取材で印象に
残った言葉がありました。
「自然景観や歴史だけでは
人は来ない。語らなければ
人は来ない。地元のことを
もっと知らなければ語れな
い！」という言葉です。平
戸に来てもらうためには、
平戸の魅力を伝えることが
必要。そのためには、まず
自分自身が平戸を知ること
が重要であることを気付か
されました。まず、平戸の
歴史からもう一度勉強して
みようと思います。 石

申込受付開始申込受付開始！！申込受付開始

　主会場：平戸文化センター
　　教会群とオランダ商館をめぐるコース
　　　33㎞コース・23㎞コース・13㎞コース
　　　６㎞コース

9月27日 9月28日
　主会場：生月町開発総合センター
　　西海国立公園の大パノラマを見るコース
　　　30㎞コース・15㎞コース・7㎞コース

　主会場：平戸文化センター
　　教会群とオランダ商館をめぐるコース
　　　33㎞コース・23㎞コース・13㎞コース
　　　６㎞コース
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　主会場：生月町開発総合センター
　　西海国立公園の大パノラマを見るコース
　　　30㎞コース・15㎞コース・7㎞コース

　大会への参加者を募集しています。各世帯へ
配布しています参加申込書に必要事項を記入の
上、生涯学習課社会体育班、または各教育委員
会分室、各公民館に参加費を直接お持ちになるか、
最寄りの郵便局で振り込んでください。たくさ
んのみなさんのご参加をお待ちしています。

お問い合わせ

参加者募集

ひらどツーデーウォーク大会実行委員会
事務局（生涯学習課内)
☎内線2624

おもてなしスタッフ募集
　実行委員会では、市全体でこのイベントを盛
り上げていくため、参加者を歓迎していただく
おもてなしスタッフ（ボランティア）を募集して
います。業務内容は、会場内での案内係やスタ
ート・ゴールでの受付係、コース上での誘導係
などです。
　また、各コースに設置する約13か所の給水接
待所で、給水だけでなく、みなさんの笑顔とア
イデアを活かしておもてなしをしていただく団
体も募集しています。ご協力をお願いします。
　詳しくは、事務局までお問い合わせください。
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重要伝統的建造物群保存地区

神浦の町並み

的山大島
あづち
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・
・

　

大
島
村
神
浦
の
町
並
み
は
、
戦
後
の
高

度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
日
本
の

伝
統
的
町
並
み
の
原
風
景
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
大
学
や
建
築
関
係
の
研
究
者

の
中
で
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
並
み
へ
の
評
価
が
具
体
的

に
行
わ
れ
た
の
は
近
年
の
こ
と
で
、
平
成

16
年
に
県
教
育
委
員
会
、
県
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
、
文
化
庁
が
相
次
い
で
現

地
調
査
に
訪
れ
、
平
入
り
の
町
家
が
途
切

れ
る
こ
と
な
く
建
ち
並
ん
だ
景
観
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
12
月
に
は
県
の

ま
ち
づ
く
り
景
観
資
産
に
登
録
さ
れ
、
平

成
17
年
度
か
ら
は
文
化
庁
の
補
助
事
業
と

し
て
、
２
か
年
に
わ
た
り
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
対
策
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

調
査
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
財
匠
塾
に

調
査
を
委
託
し
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
、

九
州
大
学
、
熊
本
大
学
、
佐
賀
大
学
の
協

力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
並
み
の
歴

史
や
成
立
起
源
と
過
程
、
景
観
形
成
、
町

家
の
建
築
年
代
や
特
徴
、
地
域
社
会
の
状

況
と
意
識
調
査
、
保
存
の
基
本
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
学
術
的
な
調
査
、
分
析
、
評

価
、
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、「
中
世
末
期
か
ら
近
世

初
頭
に
か
け
て
成
立
し
た
漁
村
集
落
が
、

鯨
組
の
創
業
と
廃
業
を
経
て
近
世
の
港
町

へ
と
発
展
し
、
神
浦
湾
沿
い
に
ゆ
る
や
か

に
曲
折
す
る
通
り
に
面
し
て
、
江
戸
中
期

か
ら
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
建
物
が
数
多

く
残
さ
れ
、
離
島
の
港
町
の
景
観
を
色
濃

く
伝
え
て
い
る
」と
の
高
い
評
価
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
基
礎
に
、
市
で

は
、
平
成
19
年
度
に
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
条
例
を
制
定
、
伝
建
審
議
会
の
設
置
お

よ
び
審
議
、
住
民
説
明
会
や
特
定
物
件
の

同
意
集
約
な
ど
を
経
て
、
伝
建
保
存
地
区

の
決
定
お
よ
び
保
存
計
画
を
策
定
し
、
平

成
20
年
６
月
９
日
付
の
官
報
告
示
に
よ
り
、

全
国
で
83
番
目
と
な
る
重
伝
建
地
区
の
選

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
は
、
文
化
財

保
護
法
に
よ
り「
周
囲
の
環
境
と
一

体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成

し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
で
価

値
の
高
い
も
の
」と
さ
れ
る
文
化
財

で
す
。
昭
和
50
年
の
文
化
財
保
護

法
の
改
正
に
よ
っ
て「
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
」の
制
度
が
発
足
。

城
下
町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど

全
国
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
集
落
・

町
並
み
の
保
存
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
は
、
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
を
決
定
し
、
地
区
内
の

保
存
事
業
を
進
め
る
た
め
、
保
存

条
例
に
基
づ
き
保
存
計
画
を
定
め
、

国
は
、
市
町
村
か
ら
の
申
出
を
受

け
て
、
わ
が
国
に
と
っ
て
特
に
価

値
が
高
い
と
判
断
し
た
も
の
を
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
し
ま
す
。
選
定
さ
れ
る
と
、

市
町
村
が
行
う
保
存
修
理
・
防
災

な
ど
の
事
業
、
所
有
者
が
行
う
保

存
修
理
・
防
災
な
ど
の
取
り
組
み

に
対
し
て
市
町
村
が
補
助
す
る
事

業
、
ま
た
、
市
町
村
に
よ
る
案
内

板
・
説
明
板
な
ど
の
設
置
事
業
に

対
し
、
国
か
ら
の
経
費
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
６
月
９
日
現
在
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

は
、
71
市
町
村
で
83
地
区（
合
計
面

積
約
３
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）あ
り
、

約
１
５
３
０
０
件
の
伝
統
的
建
造

物
が
保
存
す
べ
き
建
造
物
と
し
て

特
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

こ

う

の

う

ら
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す
。
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重
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選
定
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大
島
村（
的
山
大
島
）は
、
平
戸
島
か
ら

海
上
15
㎞
に
位
置
す
る
周
囲
38
㎞
、
東
西

約
８
㎞
、
南
北
約
４
㎞
、
面
積
15
・
50
平

方
㎞
の
島
で
す
。
地
勢
は
島
の
中
央
部
を

標
高
２
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
が
東
西

南
北
に
走
り
、
山
が
ち
の
地
形
の
た
め
平

坦
地
は
少
な
く
、
北
東
に
大
根
坂
湾
、
南

西
に
的
山
湾
が
あ
り
、
南
東
部
の
神
浦
湾

は
島
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

的
山
大
島
は
、
室
町
時
代
に
は
遣
明
船

の
寄
港
地
と
し
て
知
ら
れ
、
松
浦
党
の
一

族
で
あ
る
大
島
氏
の
支
配
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
近
世
に
な
っ
て
は
、
平
戸
藩
が
確

立
し
、
寛
永
年
間（
１
６
２
４
〜
１
６
４

４
）か
ら
は
井
元
氏
が
平
戸
藩
の
政
務
役

に
な
り
、
江
戸
期
を
通
じ
て
大
島
を
治
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

神
浦
の
町
並
み
は
、
江
戸
時
代
初
期

（
17
世
紀
初
頭
）に
形
成
さ
れ
た
漁
村
集
落

を
起
源
と
し
ま
す
が
、
寛
文
年
間(

１
６

６
１
〜
１
６
７
３)

に
三
代
目
政
務
役
井

元
義
信
が
鯨
組
を
創
業
し
、
海
岸
を
埋
立

て
井
元
家
の
屋
敷
と
組
網
工
場
を
建
設
し

た
こ
と
を
契
機
に
大
き
く
発
展
し
ま
す
。

り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
各
所
に
残
る
共
同
井

戸
は
、
昭
和
40
年
代
ま
で
主
要
な
水
源
と

し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
石
造
り

の
井
戸
枠
や
周
囲
の
石
畳
が
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
代
に

は
、
自
動
車
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
と
し

て
町
家
に
面
し
た
街
路
の
石
畳
が
撤
去
さ

れ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
な
っ
た
た
め
に
、

神
浦
の
町
並
み
を
特
徴
付
け
て
い
た
要
素

が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
戸
市
大
島
村
神
浦
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て

の
離
島
の
歴
史
的
風
致
を
残
す
と
と
も
に
、

中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
成
立

し
た
漁
村
集
落
が
、
鯨
組
の
創
業
と
廃
業

と
い
う
出
来
事
を
経
て
近
世
的
な
港
町
に

変
容
し
て
い
っ
た
姿
を
今
日
に
良
く
伝
え

て
お
り
、
我
が
国
に
と
っ
て
価
値
が
高
く
、

国
の
選
定
基
準「
伝
統
的
建
造
物
群
及
び

地
割
り
が
よ
く
旧
態
を
保
持
し
て
い
る
も

の
」に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年

６
月
９
日
付
け
で
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
家
の
主
屋
や
離
れ
、
寺
院
の
本
堂
、

山
門
、
神
社
の
本
殿
な
ど
１
３
１
件
の
建

造
物
と
、
石
垣
や
石
段
、
共
同
井
戸
、
水

路
護
岸
な
ど
91
件
の
工
作
物
を
伝
統
的
建

造
物
に
、
ま
た
樹
木
や
庭
園
、
水
路
な
ど

16
件
を
環
境
物
件
に
そ
れ
ぞ
れ
特
定
し
、

保
存
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

享
保
年
間（
１
７
１
６
〜

　
　
　
　
　

１
７
３
５
）の
鯨
組
廃
業
後
、

　
　
　
　
　

跡
地
の
再
開
発
に
よ
っ
て
海

　
　
　
　
　

側
に
新
た
な
町
家
が
築
か
れ
、

　
　
　
　
　

現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
町

　
　
　
　
　

並
み
の
骨
格
が
で
き
、
漁
業

　
　
　
　
　

と
商
工
業
を
経
済
基
盤
と
し

　
　
　
　
　

た
港
町
へ
と
発
展
を
遂
げ
、

　
　
　
　
　

豊
か
な
町
並
み
が
形
成
さ
れ

て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
世
、
近
代
前
期
を
通
じ
多
少
の
建
物

の
建
替
え
は
あ
っ
た
も
の
の
、
火
災
な
ど

大
き
な
災
害
を
被
る
こ
と
も
な
く
維
持
さ

れ
、
昭
和
30
年
代
に
臨
港
道
路
や
橋
が
架

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
旧
来
の
街
路
の
多
く

は
拡
張
を
免
れ
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
町
並

み
が
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　　

神
浦
重
伝
建
保
存
地
区
は
、
東
西
約
７

０
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
６
５
０
メ
ー
ト

ル
、
面
積
約
21
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲

で
、
神
浦
の
集
落
と
周
辺
部
の
高
台
に
建

つ
神
社
や
お
寺
、
墓
地
お
よ
び
山
林
な
ど

を
含
む
範
囲
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
部
は
幅
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
細
く

曲
折
す
る
街
路
の
両
側
に
、
江
戸
中
期
か

ら
昭
和
前
期
ま
で
の
町
家
が
建
ち
並
び
、

離
島
の
港
町
の
景
観
を
色
濃
く
現
在
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　

町
家
の
敷
地
は
、
街
路
に
面
し
た
山
側

は
奥
行
き
が
浅
く
、
反
対
に
浜
側
は
奥
行

き
が
深
く
な
っ
て
い
て
、
山
側
が
中
世
末

か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
成
立
し
た
敷
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
浜
側
が
鯨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
創
業
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋
め
立
て
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
後
、
廃
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
っ
て
町
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
変
わ
っ
た
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
反
映
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
神
浦
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
形
成
の
過
程

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
区
内
に
建
つ
家
屋
の
多
く
は
、
切
妻

造
平
入
の
桟
瓦
葺
で
、
腕
木
庇
が
付
け
ら

れ
て
お
り
、
街
路
の
屈
曲
に
合
わ
せ
て
台

形
の
平
面
形
態
を
有
す
る
家
屋
が
多
い
こ

と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
側
で
は

敷
地
の
奥
行
き
が
浅
い
た
め
、
主
屋
の
み

の
住
宅
が
多
く
、
奥
に
向
か
っ
て
２
部
屋

を
並
べ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

逆
に
浜
側
は
敷
地
の
奥
行
き
が
あ
る
た

め
、
主
屋
は
奥
に
向
か
っ
て
３
部
屋
並
べ

る
も
の
が
多
く
、
敷
地
の
裏
に
離
れ
を
持

つ
も
の
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
町
家
の
一
階

前
面
は
、
大
正
期
ま
で
出
入
り
口
を
含
め

て
摺
り
上
げ
戸
が
一
般
的
で
、
そ
の
後
に

引
き
違
い
戸
に
変
化
し
た
こ
と
が
調
査
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
住
居
に
は
、

摺
り
上
げ
戸
や
出
格
子
が
あ
っ
た
痕
跡
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
正
期
以
前
の
町
並
み

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

斜
面
に
面
し
た
狭
い
土
地
を
利
用
す
る

た
め
、
石
垣
や
石
段
な
ど
の
石
造
工
作
物

が
多
く
、
天
降
神
社
の
石
垣
や
参
道
の
石

段
は
大
規
模
な
も
の
と
し
て
見
応
え
が
あ
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大
島
の
須
古
踊
は
天
正
２
年（
１

５
７
４
）、
現
在
の
佐
賀
県
白
石
町

に
あ
っ
た
須
古
妻
木
城
が
落
城
し
、

大
島
に
逃
れ
た
平
井
一
族
が
郷
里

を
し
の
ん
で
踊
り
伝
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
の
須
古

踊
に
は
す
べ
て
須
古
妻
木
城
落
城

伝
説
が
結
び
つ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
芸
能
は
異
な
っ
て
お
り
、

大
島
の
須
古
踊
は
日
本
民
俗
芸
能

の
分
類
か
ら
す
れ
ば
、
古
く
か
ら

大
島
村
に
の
み
伝
承
さ
れ
て
き
た

念
仏
系
統
の
芸
能
で
は
な
い
か
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

踊
り
は
帷
子
に
角
帯
、
草
履
に

菅
笠
、
手
に
扇
子（
笛
）を
も
っ
て

円
形
に
な
り
笛
・
太
鼓
・
鉦
に
合

わ
せ
て
歌
い
な
が
ら
静
か
な
動
作

を
繰
り
返
し
ま
す
。
歌
詞
は
艶
っ

ぽ
く
、
中
世
芸
能
の
残
存
が
見
ら

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
神浦地区に伝わる伝統芸能

づ
く
り
ひ
ら
い
り

す

あ

き
り 

つ
ま

さ
ん
か
わ
ら
ぶ
きで　

ご
う　
し

す　

  

こ    

つ
ま    

き  

じ
ょ
う

か
た  

び
ら

す
げ  

が
さ

か
く  

お
び

ぞ
う　

り

せ
ん　

す

か
ね

き
ょ
う  

り

う
で　

ぎ
ひ
さ
し

①持ち送り：建築時代ごとにデザイン
が異なる②町屋の内部意匠：帯戸戸棚
と階段下の箱階段③摺り上げ戸：引き
戸以前はこれが主流だった④共同井
戸：主要な水源として昭和40年代まで
使用されていた

⑤書院座敷：明治以降、一般の屋
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口土間上の採光用の吹抜⑦屋号入
りガラス戸：明治後期の旧料亭
（２階）⑧中庭：浜側の町家は、主
屋と離屋の間に庭を有する
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神
浦
の
沿
革

神
浦
重
伝
建
保
存
地
区
の
概
要

選
定
の
理
由

「神浦地区絵図（昭和30年ごろ）」：小倉町富永家所蔵
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あ
づ
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お
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か
ん　
ぶ
ん

か
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え
い

せ
い　

む　

や
く

き
ょ
う
ほ
う

お
お 

し
ま



　

平
戸
地
域
で
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
ご

ろ
か
ら
突
取
捕
鯨
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

「
西
海
鯨
鯢
記
」に
は
、
的
山
大
島
の
神
浦
、

的
山
浦
、
大
根
坂
、
和
歌
の
浦
な
ど
が
鯨

組
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り

ま
す
。
と
り
わ
け
近
世
の
大
島
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
の
が
、
井
元
家
鯨
組
の
存

在
で
あ
り
、
現
在
の
神
浦
集
落
の
基
礎
は

鯨
場
の
成
立
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
捕
鯨

の
歴
史
と
神
浦
集
落
の
形
成
を
調
べ
る
に

あ
た
り
、
大
島
の
歴
史
に
精
通
し
て
い
る

金
剛
院
住
職
中
倉
光
慶
さ
ん（
75
）の
も
と

を
訪
ね
ま
し
た
。
約
30
年
も
の
間
、
大
島

の
歴
史
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
中
倉
さ

ん
は
、「
井
元
家
略
歴
」を
も
と
に
、
鯨
組

の
創
業
に
つ
い
て
話
し
始
め
ま
し
た
。

　

寛
文
元
年（
１
６
６
１
）、
大
島
三
代
政

務
役
井
元
弥
七
左
衛
門
義
信
は
、
松
浦
家

第
29
代
鎮
信
公
の
仰
せ
付
け
に
よ
り
、
神

浦
を
基
地
と
し
て
捕
鯨
業
を
始
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
戸
で
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易

が
長
崎
の
出
島
に
移
さ
れ
、
利
益
を
失
っ

た
平
戸
藩
が
捕
鯨
を
奨
励
し
た
た
め
で
す
。

井
元
氏
の
捕
鯨
は
、
捕
鯨
の
大
規
模
な
経

営
組
織
で
あ
る
鯨
組
と
し
て
成
功
を
治
め
、

西
神
浦
の
西
止
浦（
鯨
の
浦
）を
鯨
捌
所
と

し
、
神
浦
の
海
岸
を
埋
め
立
て
て
船
大
工
、

ろ
屋
、
た
る
屋
、
鍛
冶
屋
、
染
屋
な
ど
諸

職
の
細
工
場
や
船
引
き
場
、
鯨
遠
見
所
な

ど
多
く
の
施
設
や
屋
敷
を
つ
く
り
、
神
浦

の
町
並
み
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

寛
文
４
年（
１
６
６
４
）、
義
信
は
神
浦

に
自
分
の
屋
敷
を
建
設
す
る
と
、
前
平
の

政
務
役
所
か
ら
引
越
し
、
鯨
組
の
経
営
に

専
念
す
る
た
め
政
務
役
を
引
退
し
、
町
年

寄（
相
談
役
）と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
現

在
、
勘
定
場
の
井
戸
や
茶
屋
の
坂
な
ど
が

残
り
、
町
並
み
に
は
、
１
７
０
０
年
代
の

鯨
組
関
係
の
建
物
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代

の
建
物
が
何
軒
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

鯨
組
は
、
各
地
か
ら
の
専
門
の
職
人
を

合
わ
せ
て
５
０
０
人
以
上
の
大
き
な
組
織

と
な
り
、
出
漁
拠
点
は
神
浦
の
ほ
か
的
山

浦
、
大
根
坂
、
和
歌
の
浦
の
４
か
所
に
あ

り
ま
し
た
。
当
時
は
、
元
禄
文
化
の
発
展

と
前
後
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
、
生
類
憐

み
の
令
、
一
揆
打
ち
こ
わ
し
な
ど
の
社
会

不
安
と
貧
困
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
西

　

井
元
氏
の
本
姓
は「
木
曽
氏
」で
、

有
名
な
木
曽
義
仲
の
末
裔
と
い
わ

れ
、
義
信
の
曽
祖
父
義
昌
は
、
弘

治
２
年（
１
５
５
６
）に
武
田
信
玄

と
の
戦
に
敗
れ
和
睦
の
末
、
信
玄

の
娘
を
室
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
天
正
10
年（
１
５
８
２
）

に
は
、
義
兄
の
武
田
勝
頼
に
背
い

て
織
田
信
長
に
属
し
、
松
本
城
に

居
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
下
総
国

蘆
戸（
千
葉
県
旭
市
）に
所
領
一
万

石
で
封
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

嫡
子
の
千
三
郎
義
利
は
、
慶
長
５

年（
１
６
０
０
）11
月
に
壱
岐
の
湯

本（
勝
本
町
）に
流
着
し
、
湯
本
に

ち
な
ん
で
姓
を「
井
元
」と
改
称
し

ま
す
。
ま
も
な
く
松
浦
家
第
28
代

松
浦
隆
信
公
か
ら
大
島
の
政
務
役

と
し
て
招
請
さ
れ
、
翌
慶
長
６
年

（
１
６
０
１
）１
月
、
初
代
政
務
役

と
し
て
大
島
村
前
平
の
地
に
着
任

し
ま
し
た
。

第
２
章鯨

組
創
業
と
井
元
弥
七
左
衛
門

今
日
に
伝
え
る
井
元
家
鯨
組
の
栄
華
と
神
浦
集
落
の
形
成
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戦国武将 木曽義仲の末裔

海
の
海
の
男
た
ち
は
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
玄

海
の
荒
波
に
鯨
を
追
い
求
め
、「
鯨
１
頭

獲
れ
ば
七
浦
賑
わ
う
」と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、

オ
ラ
ン
ダ
貿
易
の
利
益
を
失
っ
た
藩
の
財

政
を
潤
し
、
庶
民
の
生
活
を
助
け
ま
し
た
。

　

井
元
氏
の
鯨
組
は
、
享
保
11
年（
１
７

２
６
）ご
ろ
、
五
代
定
治
の
代
で
廃
業
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
井
元
家
鯨
組
の

廃
業
後
も
神
浦
は
、
天
然
の
良
港
と
海
上

交
通
の
要
衝
と
し
て
水
産
業
と
商
工
業
を

基
盤
と
し
た「
島
の
港
町
」と
し
て
、
出
船

入
船
で
に
ぎ
わ
い
発
展
を
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
定
治
の
死
後
、
生
月
で
は
益
富
家

が
本
格
的
に
鯨
組
を
始
め
、
益
富
組
と
し

て
、
生
月
島
を
本
拠
地
と
し
な
が
ら
壱
岐

や
五
島
そ
の
他
の
漁
場
に
進
出
し
、
５
組

の
鯨
組
を
経
営
す
る
日
本
一
の
規
模
を
誇

る
鯨
組
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

鯨
組
の
創
業
と
廃
業
を
経
て
大
き
く
発

展
し
た
神
浦
の
町
並
み
で
す
が
、
現
在
も

藩
政
時
代
の
地
割
が
ほ
ぼ
残
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
町
並
み
を
今
も
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
鯨
の
浦
」や「
勘
定
場
の
井

戸
」、「
鯨
の
供
養
碑
」、「
真
教
寺
の
梵

鐘
」な
ど
井
元
家
鯨
組
の
は
る
か
な
栄
華

を
今
日
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

説
明
い
た
だ
い
た
中
倉
さ
ん
は
、「
歴

史
は
新
し
く
つ
く
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
を
今
に
生
き

る
私
た
ち
は
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」と
最
後
に
話
さ
れ
、
井
元
家

系
図
を
そ
っ
と
閉
じ
ま
し
た
。

①鯨の供養碑：井元氏の墓
地内に建立されており、鯨
供養碑として年記（1692）
のある最も古いもの②真教
寺の梵鐘：井元氏奉納、享
保九年（1724）の銘あり③
天降神社の石灯籠：井元氏
奉納、享保二年（1717）の
銘あり④天降神社の石段と
勘定場の井戸

政務役の墓：慶長６年（1601）大島に赴任した井元弥
七左衛門義利の墓。奥に祖先水向け供養の小塔がある。

古写真
「鯨の浦と神浦港（昭和28年ごろ）」

▲井元氏一族の墓

約30年もの間、大島村の歴史を研究し、
その歴史を語り継いでいる。75歳。大島
村前平在住。平成17年10月から市の文
化財審議会委員を務めている。

1

2

3

4
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井元家鯨組の活躍を
今日に伝える遺産の数々 鯨

組
創
業
と
神
浦
集
落
の
形
成

井
元
家
鯨
組
の
廃
業

「鯨網組絵図・塩吹出の図」（北原守氏所蔵）「鯨網組絵図・塩吹出の図」（北原守氏所蔵）「鯨網組絵図・塩吹出の図」（北原守氏所蔵）
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神
浦
の
町
並
み
を

　

次
世
代
に
残
す
た
め
に
・
・
・

　
　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

　
　
　

絶
や
さ
な
い
た
め
に
・
・
・

第
３
章歴

史
的
町
並
み
と
共
に
暮
ら
す

歴
史
的
町
並
み
の
保
存
と
活
用
、
今
後
の
課
題

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、

住
み
続
け
な
が
ら
文
化
財
と
し
て
守
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ
り

ま
す
。
伝
統
的
建
造
物
群
は
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
り「
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な

し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統

的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
」と

位
置
付
け
さ
れ
た
文
化
財
で
す
。

　

重
伝
建
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
終
着
点

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
と
行
政
が
協
働

し
て
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
・
整
備
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
す
。
市
で
は
、
今
後
、
神
浦
の
町
並

み
の
魅
力
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
次
の
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
市
が
行
う
保
存
の
た
め
の
事
業
】

▼
保
存
修
理

　

保
存
修
理
事
業
は
、
主
に
修
理
事
業
と

修
景
事
業
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○
修
理
事
業　

現
状
を
維
持
し
な
が
ら
、

ま
た
は
、
復
元
的
手
法
を
用
い
て
、
傷
み

の
激
し
い
伝
統
的
建
造
物
を
修
復
す
る
も

の
で
す
。

○
修
景
事
業　

伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建

造
物
や
地
区
内
に
新
築
さ
れ
る
建
造
物
が

歴
史
的
風
致
と
調
和
す
る
よ
う
、
外
観
を

整
備
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

修
理
と
修
景
に
よ
り
、
保
存
地
区
の
伝

統
的
な
景
観
を
維
持
し
な
が
ら
、
時
代
に

合
わ
せ
た
生
活
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
買
い
上
げ

　

保
存
地
区
内
の
土
地
や
建
築
物
の
う
ち
、

緊
急
的
な
保
護
措
置
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
市
が
保
存
活
用
計
画
を
検
討
し

て
買
い
上
げ
、
公
開
施
設
、
案
内
施
設
、

交
流
施
設
な
ど
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

▼
防　

災

　

消
火
設
備
な
ど
の
防
災
施
設
の
設
置
、

地
区
全
体
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
危
険
な
石

垣
の
積
み
直
し
な
ど
、
各
地
区
に
求
め
ら

れ
る
防
災
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
説
明
板
な
ど
の
設
置

　

保
存
地
区
の
位
置
や
価
値
、
範
囲
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
標
識
、
説
明

板
な
ど
の
設
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
保
存
に
対
す
る
補
助
事
業
】

　

所
有
者
な
ど
が
行
う
修
理
・
修
景
事
業

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
修
理
事
業　

修
理
基
準
に
基
づ
い
て
行

う
、
伝
統
的
建
造
物
の
外
観
の
修
理
な
ど

に
要
す
る
経
費

○
修
景
事
業　

修
景
基
準
に
基
づ
い
て
行

う
、
伝
統
的
建
造
物
以
外
の
外
観
の
修
景

な
ど
に
要
す
る
経
費

　

保
存
地
区
は
、
主
に
木
造
の
建
築
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
な
ど
の
災
害
対
策

が
不
可
欠
で
す
。
全
国
の
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
で
は
、
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、

防
災
施
設
の
整
備
や
危
険
な
石
垣
の
補
強

積
み
直
し
な
ど
、
各
地
区
に
応
じ
た
防
災

施
設
等
整
備
事
業
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、

常
日
ご
ろ
か
ら
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
神
浦
地
区
に
お
い
て
も
、
こ
れ

か
ら
市
や
消
防
機
関
、
専
門
家
と
住
民
の

み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、
共
に
防
災

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
火
災
や
自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
懸
念
さ
れ
る
２
つ
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
高
齢
化
の
問
題
で
す
。
神

浦
地
区
の
人
口
は
、
今
年
６
月
１
日
現
在
、

２
３
７
人（
１
１
３
世
帯
）で
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
１
０
４
人
と
半
数
近
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に
地
震
や

台
風
な
ど
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
家
屋
が

倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
出
る
中
で
、
特

に
高
齢
者
に
多
く
犠
牲
が
出
て
い
る
こ
と

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
立
地
の
問
題
で
す
。
神
浦

の
町
並
み
は
、
町
家
が
肩
を
並
べ
る
よ
う

に
軒
を
連
ね
、
ま
た
、
幅
員
が
狭
い
道
路

の
た
め
、
軽
自
動
車
で
も
町
並
み
を
通
る

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
、
い
わ
ゆ
る
消
防
車
は
こ
の

町
並
み
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
は
初
期
消
火
活
動
が

何
よ
り
重
要
で
す
。
京
都
市
産
寧
坂
で
は
、

初
期
消
火
を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
一
人

で
も
操
作
で
き
る
消
火
栓
設
備
な
ど
を
景

観
に
配
慮
し
な
が
ら
各
地
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
造
建
築
が
集
中
し
て
い

る
岐
阜
県
高
山
市
三
町
で
は
、
街
路
沿
い

の
要
所
に
す
ぐ
使
え
る
防
火
器
具
庫
の
設

置
に
取
り
組
み
、
定
期
的
に
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
利
や
初
期
消
火
、
防
災

体
制
な
ど
、
神
浦
の
町
並
み
や
住
民
の
み

な
さ
ん
に
あ
っ
た
防
災
計
画
は
不
可
欠
で

あ
り
、
何
よ
り
も
住
民
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
防
災
へ
の
意
識
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

TURNING POINT
分岐点

特 集

　平戸市大島村神浦の町並みが国の重要伝統的建造
物群保存地区の選定を受けたことを記念し、神浦の
歴史的風致や伝統的建造物群について理解を深める
ため、シンポジウムを開催します。

○主な内容
【基調報告】伝建調査から重伝建選定までの取組み
【講　演】
「神浦の町並みの成り立ちと特性」宮本雅明教授
【シンポジウム】
「歴史・文化・生業の集積、歴史的風致を未来に活かそう」
　司　会：小西龍三郎（ＮＰＯ法人文化財匠塾）
　登壇者：宮本　雅明（九州大学大学院芸術工学研究院教授）
　　　　　三島　伸雄（佐賀大学理工学部都市工学科准教授）
　　　　　吉居　辰美（平戸市教育長）
　　　　　丸田　圭介（あづち大島たからもんの会会長）
　助言者：林　　良彦（文化庁文化財部伝統的建造物群部門主任調査官）
【町並み案内】 19日(土）午前10時30分～正午
　　　　　　 20日(日）午前９時～午前10時　
○参加費　無料（弁当代、宿泊費を除く。）
申込み・お問い合わせ
　教育委員会大島分室（☎55-2511）

重伝建選定記念シンポジウムのお知らせ
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町
並
み
の
保
存
に
向
け
て

懸
念
さ
れ
る
災
害
へ
の
対
応

７／ 19（土）午後１時40分～午後３時45分
大島村離島開発総合センター（大島村神浦地区） さ

ん 

ね
い 

ざ
か

さ
ん 

ま
ち

大島村盆踊り合同公開（昭和50年ごろ・天降神社下にて）大島村盆踊り合同公開（昭和50年ごろ・天降神社下にて）大島村盆踊り合同公開（昭和50年ごろ・天降神社下にて）



　
「
こ
の
町
並
み
を
活
か
し
て
、
か
つ
て

の
に
ぎ
わ
い
を
少
し
で
も
取
り
戻
し
た

い
」と
平
成
16
年
２
月
、
丸
田
圭
介
さ
ん

の
掛
け
声
の
も
と「
あ
づ
ち
大
島
た
か
ら

も
ん
の
会
」は
発
足
し
ま
し
た
。

　
「
活
動
を
始
め
て
、
地
元
の
人
た
ち
と

話
す
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う

町
並
み
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
大
島
の
住
人
の
中
に
は
他
所

に
出
た
こ
と
が
な
い
人
も
多
く
、
こ
の
町

並
み
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
私
自
身
大
島
を

出
て
な
け
れ
ば
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、

少
し
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
こ
の
町
並

み
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」と
丸
田
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
町
家
」と
呼
ば
れ
る
木
造
平
入
り
の
家

屋
が
肩
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
ぎ
っ
し
り
と

立
ち
並
ぶ
神
浦
地
区
。
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
る
と
ど
こ
か
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
感
覚
さ
え
覚
え
る
町
並
み
。
か

つ
て
こ
の
地
区
は
、
鯨
組
の
創
業
と
廃
業

を
経
て
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経

済
成
長
期
を
境
に
過
疎
化
が
進
み
、
現
在

は
、
昔
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

同
会
で
は
、
こ
の
町
並
み
を
活
か
し
て

町
歩
き
ク
イ
ズ
大
会
や
そ
う
め
ん
流
し
、

天
降
神
社
の
祇
園
祭
の
と
き
に
は
町
並
み

を
明
か
り
で
演
出
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ま
ち
お
こ
し
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
空
き
家
対
策
の
一
環

と
し
て
、
避
粉
地
調
査
に
も
と
づ
く
避
粉

地
宣
言
を
行
い
、
花

粉
症
の
症
状
改
善
と

花
粉
症
の
み
な
さ
ん

の
短
期
中
期
滞
在
施

設
と
し
て
空
き
家
を
整

備
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
に「
花
粉
症
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
験
モ
ニ
タ
ー
」も
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
現
在
、
た
か
ら
も
ん
の
会
で
は
、
空

き
家
の
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
神
浦

の
町
並
み
の
中
の
３
分
の
１
は
、
空
き
家

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
空
き
家
を
活
用

し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
家
は
使
用

し
な
い
と
傷
む
ば
か
り
な
の
で
、
保
存
の

面
で
考
え
て
も
使
用
し
た
方
が
い
い
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
重
伝
建
の
選
定
を
受
け
、

観
光
客
な
ど
交
流
人
口
も
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
空
き
家
を
活
用
し
て
、

お
茶
を
振
る
舞
っ
た
り
、
お
土
産
を
販
売

し
た
り
、
食
事
を
提
供
し
た
い
と
い
う
町

の
声
も
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
も
必
要
で
し
ょ
う
。
こ
の
空
き

家
を
ど
う
活
用
で
き
る
か
調
べ
る
こ
と
か

ら
地
域
の
活
性
化
が
始
ま
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
声
を
聴
い
て
、
た
か
ら
も

ん
の
会
が
橋
渡
し
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て

い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
」と
丸
田
さ
ん
は

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
町
並
み
に
住
ん
で
い
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま

す
大
島
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
ね
。

重
伝
建
地
区
選
定
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く

ス
タ
ー
ト
な
ん
で
す
。
こ
の
選
定
を
期
に
、

神
浦
だ
け
で
な
く
大
島
全
体
が
盛
り
上

が
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
ま
す
」

「重伝建地区選定は、ゴールではなくスタート。
　神浦だけでなく大島全体を盛り上げていきたい」

あづち大島たからもんの会

会 長　丸 田 圭 介 さん（40）

v o i c e  i n t e r v i e w

Maruta Keisuke

TURNING POINT
分岐点

特 集

　

大
島
村
に
は
、
藩
政
時
代
か
ら
い
く
つ

も
の
伝
統
芸
能
が
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
に
紹
介
し
た
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財「
大
島
の
須
古
踊
」の
ほ
か
、
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財「
大
島
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」、

そ
し
て
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
大

島
の
流
儀
」が
今
な
お
伝
承
さ
れ
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
郷
土
の
誇
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
お
盆
の
季
節
に
は
、

こ
れ
ら
を
一
斉
に
公
開
す
る「
大
島
村
盆

踊
り
合
同
公
開
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
根
坂
に
は
県
内
で
も
数
少
な

い「
六
斎
念
仏
」の
伝
承
者
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
以
前
よ
り
簡
素
化
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
に

よ
り
、
今
も
な
お
地
域
住
民
の
結
び
つ
き

は
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
重
伝
建
地
区
選
定
に
よ
る
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
伝
統
芸
能
を
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
客
に
と
っ
て
大
島
村
を
訪

れ
た
く
な
る
魅
力
が
何
倍
に
も
膨
ら
む
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
市
や
所
有
者
の
み
な
さ
ん
な
ど

に
よ
っ
て
、
町
並
み
が
整
備
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
空
き
家
対
策
が
神

浦
の
町
並
み
に
お
い
て
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
空
き
家
は
改
造
が
少
な
い
一
方

で
、
老
朽
化
や
傷
み
具
合
が
進
ん
で
い
る

も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
空
き
家
の
所
有
者
は
、
高
齢
者
や
、
ま

た
、
遠
方
に
い
る
場
合
が
多
く
、
今
後
こ

の
空
き
家
を
保
存
す
る
に
も
、
活
用
す
る

に
も
、
同
意
が
困
難
で
進
ま
な
い
場
合
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
伝
建
制
度
は
、
住
み
続

け
な
が
ら
文
化
財
と
し
て
守
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
観
光
客
な
ど
交
流
人
口
の
増
加

に
よ
っ
て
、
ま
ち
を
あ
げ
て
の
受
入
態
勢

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
歴
史
あ
る

町
家
を
休
憩
所
や
大
島
の
特
産
品
を
提
供

す
る
食
堂
、
土
産
品
店
な
ど
と
し
て
活
用

で
き
れ
ば
、
更
な
る
観
光
客
の
受
入
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
大
島
へ
の
観
光
客
は
、

釣
り
客
や
夏
の
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
る
人
が

主
で
し
た
が
、
近
年
は
神
浦
の
町
並
み
が

報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
歩
き
を
す

る
観
光
客
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
観
光
客
の
増
加
に
伴

い
、
ま
ち
の
中
で
は
生
活
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
、
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
喚
起
も
含
め

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
受

入
態
勢
の
整
備
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
町
並
み
の
整
備
に
よ
っ

て
、
大
島
村
を
離
れ
た
人
の
帰
郷
や
団
塊

の
世
代
の
人
の
第
２
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
の
増
加
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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大
島
村
神
浦
は
国
の
83
番
目
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
50
年

の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
こ
の
保
存
地
区
に
は
、

最
初
に
選
定
さ
れ
た
妻
籠
や
高
山
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
白
川
郷
、

大
森
や
温
泉
津
な
ど
、
著
名
な
歴

史
的
町
並
み
や
集
落
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
奥
深
く
湾
入
し
た
水
際

に
伝
統
的
町
家
建
築
が
建
ち
並
び
、

江
戸
期
に
さ
か
の
ぼ
る
建
築
も
数

多
く
含
ま
れ
る
神
浦
は
、
日
本
の

港
町
の
原
風
景
と
も
言
え
る
景
観

を
残
す
点
に
高
い
価
値
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
町
並
み
に
匹

敵
す
る
歴
史
的
町
並
み
と
し
て
、

多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
各
地
か
ら
訪
れ
る

人
々
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
後
の
地
域
の
発
展
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
保
存
計
画
に
従
っ
て
伝
統
的

建
造
物
の
保
存
修
理
を
着
実
に
進

め
、
神
浦
の
町
並
み
の
魅
力
を
損

な
う
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
高
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

神浦は日本の港町の原風景

宮本　雅明 教授
九州大学大学院
　芸術工学研究院教授

M
IY
AM
O
TO
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AS
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KI

受
け
継
が
れ
る
伝
統
芸
能

保
存
の
先
に
見
え
る

歴
史
的
景
観
の
活
用
方
法

大島の流儀大島の流儀大島の流儀大島のジャンガラ大島のジャンガラ大島のジャンガラ

▲６月10日、今後のまちおこしイベント
などについて話し合うあづち大島たからも
んの会のメンバー。この日、官報告示（６
月９日付）を報告し、重伝建選定に湧いた。

ゆ  　

の　

  

つ

つ
ま　

ご

ろ
く 

さ
い 

ね
ん 

ぶ
つ

り
ゅ
う 

ぎ

◎大島村神浦在住



大島に来て13年経ちま
すが、町並みの調査後、
歴史的にも価値あるもの
とわかって大事にしてい
きたいと感じました。住
みやすいようにしたいと
いう思いもありますが、
これから町並みが整備さ
れるにあたっては、変に
きれいになるより今のま
まの景観を残して、次世
代の子どもたちに残して
いきたいと思います。

重伝建地区選定にかける
まちの本音

大浦 靖子さん（39）
重伝建地区に選定された
ことは、非常に嬉しく
思っています。今後は、
この町並みを、選定に見
合うように地域としても
保存や修景に取り組んで
いかなければと感じてい
ます。また、市外からの
集客も期待できると思い
ますので、市外にもこの
価値ある町並みをＰＲし
て来島者を増やしていき
たいですね。

吉岡 和夫さん（67）
重伝建地区に選定されて、
やっと始まったなと感じ
ています。宝の持ち腐れ
にならないよう、この歴
史ある資源を活用して交
流人口の増加を図り、大
島の産業の活性化につな
がればと思っています。
これから重伝建が、まち
づくりの中心となると思
うので、若い人で力を合
わせて盛り上げていきた
いです。

山口 和幸さん（28）
大島村は、この町並みだ
けでなく、さまざまな資
源があります。大島村に
とってこの選定が一つの
大きな契機となって、観
光や産業の活性化を期待
しています。しかしなが
ら、観光客などが来ても、
休憩所やトイレ、食堂な
ど受入体制の問題があり
ますので、そのことを見
据えた整備も今後必要で
はないでしょうか。

橋本 嘉之さん（64）

僕は３年間歴史探訪の活
動の時間を通して、神浦
の町並みを学んできまし
た。町並みの中には、古
い物では江戸時代のもの
があります。２階の使い
方や戸の仕組みなど、今
の家とは違う独特の工夫
がなされています。昔の
人の知恵がつまったこの
町並みは僕の誇りであり、
今後も大切に守っていき
たいと思います。

南 大和さん（大島中３年）
私の祖母は、神浦に住ん
でいます。祖母の家に遊
びに行く度に、神浦の町
並みを通ります。通りな
れた道ですが、今日の学
習で初めて知ったことが
たくさんありました。私
にとっては、見慣れ、通
り慣れた町並みですが、
これからもずっと大切に
し、さらに多くのみなさ
んにこの町並みを知って
もらいたいと思います。

小山 蛍子さん（大島中３年）

　

私
は
、
40
年
以
上
大
工
を
や
っ

て
お
り
、
こ
の
地
区
に
古
い
家
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

こ
れ
ま
で
は
家
の
保
存
で
は
な
く
、

施
工
者
の
意
向
を
優
先
し
、
ト
タ

ン
な
ど
の
安
く
改
修
で
き
る
技
法

を
用
い
て
改
修
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
家
に
湿
気
が
こ
も
り
、

シ
ロ
ア
リ
が
発
生
す
る
な
ど
、
貴

重
な
町
家
を
傷
め
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
島
に
は
、
世
界
最
古
の
木
造

建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
を
建
て
た

聖
徳
太
子
を
ま
つ
る「
太
子
講
」と

言
わ
れ
る
大
工
の
集
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
現
代
に
生
き

る
技
術
者
と
し
て
、
町
並
み
の
保

存
と
、
大
島
大
工
の
歴
史
と
技
術

を
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
家
は
、
火
事
に
な
る

と
風
が
屋
根
を
吹
き
抜
け
、
す
ぐ

に
火
が
燃
え
広
が
る
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
防
火
材
な
ど
新
た
な

技
法
も
活
用
し
な
が
ら
改
修
す
る

こ
と
で
、
こ
の
貴
重
な
町
並
み
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
島
村
に
は
、
江
戸
時
代
初
期

か
ら
大
浦
四
兵
衛
と
い
う
船
大
工

を
祖
先
と
す
る
優
秀
な
船
大
工
た

ち
が
お
り
、
大
島
大
工
と
し
て
福

岡
方
面
ま
で
名
を
知
ら
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。
四
兵
衛
は
、
松
浦
第
28

代
藩
主
隆
信
公
の
お
墨
付
き
の
大

工
で
あ
り
、
そ
の
技
術
は
四
兵
衛

の
子
ど
も
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
っ
て
、
船
大
工
と
家
大
工

に
分
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
に
技

を
磨
き
、
そ
の
技
術
は
格
段
に
向

上
し
ま
す
。
亀
岡
城（
平
戸
城
）築

城
を
は
じ
め
、
藩
士
の
武
家
屋
敷

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
島
大
工
の

設
計
建
築
に
係
ら
な
い
も
の
は
な

い
ほ
ど
で
し
た
。

　

四
兵
衛
の
孫
・
卯
藏
は
千
歳
閣

（
現
在
の
松
浦
史
料
博
物
館
）建
築

の
副
棟
梁
と
し
て
そ
の
技
術
を
発

揮
し
、
ま
た
、
そ
の
子
・
與
右
ヱ

門
は
、
社
殿
設
計
建
築
の
技
術
に

長
け
、
島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く

は
福
岡
・
佐
賀
の
神
社
仏
閣
を
建

築
し
、
そ
の
名
を
広
め
て
い
ま
す
。

争
っ
て
與
右
ヱ
門
を
招
へ
い
し
て

設
計
建
築
を
依
頼
す
る
人
が
殺
到

す
る
ほ
ど
で
、
ま
す
ま
す
大
島
大

工
の
技
術
の
高
さ
を
世
に
広
く
知

ら
し
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
浦
の
町
並
み

が
今
も
な
お
そ
の
姿
を
残
す
の
も

大
島
大
工
の
存
在
が
あ
っ
た
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。　

技術者集団　大島大工の存在現代の技術者集団　太子講

柳田　博さん（66）
太子講会員
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TURNING POINT
分岐点

特 集

　５月29日、総合学習の時間を利用して
大島小学校６年生のみなさん９人が神浦
の町並みを巡りました。教育委員会大島
分室の米村伍則さんが、神浦の町並みの
特徴とその歴史について丁寧に説明する
と、児童のみなさんは真剣な様子でメモ
を取っていました。後日、児童のみなさ
んは、壁新聞をつくり、大島の歴史の深
さに改めて驚いていたようです。

大島にこんな歴史がある
町並みがあるなんて
びっくりしました！

大島小学校６年生のみなさん

大
島
っ
て
す
ご
い
！
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か
つ
て
、
鯨
組
創
業
と
廃
業
を
経
て
に

ぎ
わ
っ
た
大
島
村
も
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
期
を
境
に
、
人
口
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
こ
の
町
並
み
は
こ
れ

ま
で
大
事
に
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
昔
な
が
ら
の
手
付
か

ず
の
町
並
み
が
、
今
価
値
あ
る
歴
史
資
源

と
し
て
全
国
か
ら
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト（
分
岐
点
）ー

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
は
、
神
浦
地
区
の
み
な
ら
ず
大
島
村
に

と
っ
て
、
そ
し
て
平
戸
市
に
と
っ
て
も
大
き

な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
各
地
の
保
存
地
区

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
魅
力
あ
る

地
区
ば
か
り
で
す
。
過
疎
化
が
進
む
一
方

だ
っ
た
地
区
が
、
最
先
端
の
観
光
地
と
な
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
鯨
組
の
創
業
を
契
機
に
大
き

く
発
展
し
た
離
島
の
伝
統
的
港
町「
神
浦
」。

あ
る
き
っ
か
け
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
価
値
に

気
付
き
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
景

観
保
存
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果

が
実
り
、
今
大
島
村
に
一
つ
の
光
が
差
し
込

ん
だ
の
で
す
。
開
発
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

昔
な
が
ら
の
日
本
の
原
風
景
が
残
さ
れ
た

こ
の
町
並
み
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
が
息
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
資
源
」を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
み
な
さ
ん

で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。「
資

源
」は
、
活
か
す
こ
と
で
初
め
て
成
果
が
出

ま
す
が
、
資
源
は
活
か
さ
な
け
れ
ば
風
化

し
ま
す
。
こ
の
資
源
を
生
み
出
し
た
の
は
、

先
人
た
ち
で
あ
る「
人
」で
す
。
こ
の
町
並

み
を
形
成
し
た
の
も
そ
の
時
代
に
生
き
た

「
人
」で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
れ
ま
で
守
り
抜

い
て
き
た
の
も「
人
」で
す
。

　

こ
れ
か
ら
こ
の
町
並
み
を
ど
う
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
か
、
全
て
は
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
の
手
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
大

島
村
に
は
、
神
浦
の
町
並
み
だ
け
で
な
く
、

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
農
水
産
物
、
離

島
と
し
て
は
日
本
最
大
級
の
16
基
の
風
力

発
電
、
広
大
な
台
地
に
広
が
る
棚
田
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の「
意
思
」。

み
な
さ
ん
の
意
思
が
集
ま
り
、
知
恵
と
な

り
、
そ
し
て
行
動
を
生
み
ま
す
。
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
ど
う

受
け
止
め
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
ど
う

活
か
し
て
い
く
か
。
す
べ
て
は
、
私
た
ち
自

身
の「
意
思
」の
持
ち
方
一
つ
で
ふ
る
さ
と
の

未
来
は
変
わ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
取
材

を
す
る
中
で
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
聞
い
た

言
葉「
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
」。
今
、
豊

か
な
未
来
へ
向
け
、
ま
ち
は
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

再
生
へ
向
け
、
今
一
度
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
見
つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
未
来
を
語
ら
い
ま
し
ょ
う
。
そ
こ

に
は
き
っ
と
明
る
い
未
来
が
見
え
る
は
ず
だ

か
ら
・
・
・
。

特
集「
分
岐
点
」　

完

ふるさと再生へ、始動の時
住民一人ひとりの意思が、未来を創造する

広報ひらど 平成20年7月号 14Hirado City Public Relations,2008.715

【参考文献】

　大島村神浦伝統的建造物群保存対策調査報告／井元家略歴（井

元家系図より）／松浦党研究第６号抜刷「西海捕鯨と井元弥七左

衛門について」／西海鯨鯢記

【資料提供】

　金剛院住職　中倉光慶さん／北原　守さん

大切なのは、
ふるさとを知り、
ふるさとに誇りを持って、
愛すること。

最終章

ふ
る
さ
と
再
生
へ

動
き
出
す
未
来
へ
の
第
一
歩

撮影地：大根坂天の原の打出の岩と棚田
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観光統計の
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平
成
19
年
の
観
光
客
数
は
、
平
戸
市
全

体
で
１
６
０
万
２
千
人
、
平
成
18
年
よ
り

約
１
万
２
千
人（
対
前
年
比
△
０
・
８
％
）

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て
、

宿
泊
客
数
は
、
３
千
人（
対
前
年
比
１
・

１
％
）増
加
し
、
日
帰
り
観
光
客
は
、
１

万
７
千
人（
対
前
年
比
△
１
・
４
％
）の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
は
、
増
加

傾
向
に
あ
り
、
外
国
人
宿
泊
客
数
は
、
平

成
18
年
の
６
千
人
を
大
き
く
上
回
る
１
万

２
千
人
と
２
倍
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。

①
宿
泊
客

　

宿
泊
客
数
の
増
加
の
要
因
は
、
外
国
人

宿
泊
客
数
の
増
加
と
平
戸
観
光
協
会
、
宿

泊
施
設
、
県
、
市
と
の
連
携
に
よ
る
セ
ー

ル
ス
効
果
の
表
れ
で
、「
食
」を
通
し
た
各

種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
連
泊
型
商
品

の
造
成
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
日
帰
り
観
光
客

　

日
帰
り
観
光
客
が
減
少
し
た
要
因
は
、

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
減
少（
平
戸
大
橋

の
貸
切
バ
ス
入
り
込
み
台
数
が
１
千
５
５

０
台
減
）や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
人
数

の
減
少
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
外
国
人
観
光
客

　

外
国
人
観
光
客
は
、
平
成
18
年
よ
り
６

千
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
か
ら
の

観
光
客
、
特
に
韓
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸

び
は
大
き
く
、
巡
礼
ツ
ア
ー
や
韓
国
の
高

HIRADO CITY TOURISM STATISTICS

校
の
修
学
旅
行
が
要
因
で
す
。

　

昨
年
の
６
月
12
日
か
ら
７
月
13
日
の
間

に
は
、
米
国
か
ら
国
際
親
善
団
体「
ピ
ー

プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
学
生
大
使
」３
６
８

人
が
来
平
す
る
な
ど
、
修
学
旅
行
も
体
験

型
観
光
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
旅
行
代
理
店
へ
の
訪
問
活

動
や
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
こ
と
が
増
加
の
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

④
観
光
施
設

　
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」が
世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
入
り

し
た
こ
と
や
、「
平
戸
キ
リ
シ
タ
ン
紀
行
」

の
定
着
に
よ
り
教
会
や
切
支
丹
資
料
館
、

生
月
町
博
物
館
・
島
の
館
な
ど
カ
ト
リ
ッ

ク
関
連
の
展
示
を
し
て
い
る
施
設
に
注
目

が
集
ま
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
平
戸
城
、
松

浦
史
料
博
物
館
、
平
戸
観
光
資
料
館
な
ど

は
、
１
・
４
％
〜
25
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
、
観
光
施
設
の
入
館
料
が

旅
行
商
品
に
組
み
込
ま
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
や
、
旅
行
形
態
が「
観
る
観
光
」か
ら

「
町
並
み
散
策
型
観
光
」に
変
化
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

⑤
体
験
型
観
光
・
修
学
旅
行

　

体
験
型
観
光
客
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

紹
介
さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
効
果
に
よ
っ
て
、
本
市

で
し
か
味
わ
え
な
い
漁
師
体
験
、
い
か

し
ゃ
く
り
体
験
な
ど
の
体
験
型
観
光
客
数

が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
生
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
体
験
型
修
学
旅
行（
民
泊
）

の
受
入
人
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

地域別宿泊客数

（社）平戸観光協会事務局長
　　　　　  赤木　望さん

再び訪れたくなる観光地づくりを目指して
　観光客の誘致および平戸全体の魅力アップを図ります

観
光
客
数

主
な
要
因

直
面
す
る
課
題

0 5 10 15 20 25 30 35（％） 19年18年17年16年15年14年

平戸大橋総通行台数と貸切バスの推移

4,000

6,000

8,000

10,000
（台） （台）
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平
戸
大
橋
の
貸
切
バ
ス
通
行
台
数
を
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
平
成
14
年
に
は
８

千
23
台
だ
っ
た
通
行
台
数
が
、
平
成
19
年

に
は
４
千
５
０
４
台
と
半
減
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
旅
行
者
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
、

団
体
旅
行
か
ら
個
人
・
グ
ル
ー
プ
旅
行
へ

と
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
旅
行
会
社
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
現
在
、
団
体
旅
行
と
個
人
・
グ

ル
ー
プ
旅
行
の
割
合
は
、
３
対
７
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
た

こ
と
に
よ
り
、
従
来
の「
団
体
型
」で
観

光
地
を
巡
り
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
宴
会
を
楽

し
む
旅
行
か
ら
、「
体
験
型
」「
交
流
型
」

で
訪
れ
た
地
域
の
自
然
・
生
活
文
化
に
触

れ
、
そ
の
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求

め
る
旅
行
へ
と
転
換
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
旅
行
者
の

ニ
ー
ズ
は
、
多
様
化
・
高
度
化
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
に
適
応
し
た
宿
泊
先
や

食
事
な
ど
の
多
彩
な
旅
行
プ
ラ
ン
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

平
戸
は
、
歴
史
・
自
然
・
食
な
ど
魅
力

を
感
じ
る
素
材
が
数
多
く
あ
り
、
ほ
か
の

地
域
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
そ
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
戸
の
観
光
イ

メ
ー
ジ
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
化
が
十
分
に
図

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
交
通
ア
ク
セ
ス
が
悪

い
平
戸
に
集
客
を
図
る
た
め
に
は
、
平
戸

な
ら
で
は
の
旅
行
プ
ラ
ン
づ
く
り
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　私たち平戸観光協会は、昨年８月に第３種旅行業を
取得しました。旅行者の旅行スタイルが、団体旅行か
ら個人・グループ旅行へと変化している中で、平戸で
の旅行情報の一本化と地域独自の魅力を活かした地域
密着型の旅行プランの開発・販売に取り組むためです。
このことにより、旅行者のニーズにあったプランをよ
り簡単に、かつ素早く提供できるようになりました。
　これからの観光地づくりは、人口減少社会の到来に
より旅行者が減少していく中で、いかにリピーターを
増やし、連泊滞在型の観光メニューを創出できるかが
課題と考えています。単なる自然の雄大さや美しい風
景だけでは、人は来ません。「もう一度来たい」「長く
居たい」と思わせるためには、「滞在させる地域の魅
力」と「飽きさせない地域メニュー」が必要であり、総
合的な満足度を高めることが重要と考えます。
　平戸には、自然景観、地元の豊富な食材など多彩な
魅力がありますが、それをまだ活かしきれていません。
訪れた観光客に平戸の魅力を伝える人が不足している
と感じています。その地域を訪れたとき、そこに、地

域のことを熱く語る人が
いて、その地域の楽しい
人たちとの交流が観光客
の満足度を高めます。
　今年の１月から３月に
かけて、エコウォークプ
ランを実施しました。こ
のプランは、平戸の美し
い自然景観・歴史文化を
地元のガイドの案内で説明を聞きながら歩く、「歴史
散策」「山歩き（志々伎山、安満岳）」を盛り込んだ３泊
４日のプランです。このほかにも地元に来てから選べ
るプランを楽しんでいただき、参加者の約９割の人か
ら満足していただきました。
　今後も行政や関係団体との連携を図りながら、地域
のみなさんが平戸の魅力を積極的に語り、平戸を訪れ
た観光客を飽きさせないプランを作り、再び訪れたく
なる観光地づくりを目指して事業に取り組み、観光客
の誘致および平戸全体の魅力アップを図っていきます。

■観光統計の概要
観 光 客 数観 光 客 数
宿 泊 客 数宿 泊 客 数
日 帰 り 客 数日 帰 り 客 数
外国人宿泊客数外国人宿泊客数
修学旅行宿泊客数修学旅行宿泊客数
観 光 消 費 額観 光 消 費 額

160万2千人（対前年比160万2千人（対前年比    99.2％）99.2％）
　27万人　27万人（対前年比101.1％）対前年比101.1％）

119万8千人（対前年比119万8千人（対前年比    98.6％）98.6％）
1万1万2千人（対前年比千人（対前年比200.0％）00.0％）
6千人（対前年比千人（対前年比    89.489.4％）％）

105億4300万円（対前年比100.0％）105億4300万円（対前年比100.0％）

観 光 客 数
宿 泊 客 数
日 帰 り 客 数
外国人宿泊客数
修学旅行宿泊客数
観 光 消 費 額

160万2千人（対前年比  99.2％）
　27万人（対前年比101.1％）

119万8千人（対前年比  98.6％）
1万2千人（対前年比200.0％）
6千人（対前年比  89.4％）

105億4300万円（対前年比100.0％）

■観光客数内訳
平戸地区
生月地区
田平地区
大島地区

120万4千人（対前年比　99.3％）
24万9千人（対前年比　99.6％）
13万5千人（対前年比　98.8％）
1万4千人（対前年比　91.3％）

県内

北九州

中九州

南九州
近畿・中国

四国
関東・東海
北海道・東北
北陸・信越
外国人

平成19年

平成18年

平成17年

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

4,000,000

4,100,000

4,200,000

4,300,000

4,400,000

4,500,000
平戸大橋総通行台数
貸し切りバス

▲平戸を訪れた米国のピープルトゥピープル学生大使

※

※第３種旅行業とは、営業所がある市町村とこれに隣接する区域に限定した募集型企画旅行を実施できる旅行業のことです。　



世
界
遺
産
早
期
登
録
に
向
け
て

　

昨
年
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト

教
関
連
遺
産
」が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
化
遺

産
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
ま
た
、
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
県

や
関
係
市
町
で「
景
観
条
例
」の
制
定
や

「
教
会
堂
の
保
存
管
理
計
画
」の
策
定
、

「
重
要
文
化
的
景
観
」選
定
に
向
け
て
、
現

在
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
信
者
の
み
な
さ
ん
の
生
活
の

一
部
で
あ
り
祈
り
の
場
で
あ
る
教
会
を
大

切
に
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
み
な
さ
ん
や

関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
世
界
遺
産

へ
の
早
期
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

田
平
天
主
堂

　

田
平
天
主
堂
は
、
平
戸
瀬
戸
を
見
下
ろ

す
丘
の
上
に
建
つ
教
会
堂
で
、
設
計
施
工

は
、
長
崎
県
を
中
心
に
九
州
北
部
地
方
に

数
多
く
の
教
会
堂
建
築
を
手
が
け
た
新
上

五
島
町
出
身
の
鉄
川
与
助
で
す
。
大
正
６

年
10
月
に
竣
工
し
、
大
正
７
年
５
月
14
日

に
献
堂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
平
天
主
堂
は
、
鉄
川
与
助
の
煉
瓦
造

教
会
堂
の
作
品
の
中
で
は
最
後
の
も
の
で
、

多
彩
な
煉
瓦
積
み
の
手
法
を
用
い
る
な
ど
、

意
匠
的
に
も
優
れ
て
お
り
、
外
観
、
内
部

共
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
会
堂
の
周
囲
に
は
、
司
祭
館

な
ど
の
特
徴
的
な
景
観
が
よ
く
保
存
さ
れ

て
い
る
点
も
貴
重
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

地
域
の「
た
か
ら
も
の
」か
ら
、

世
界
の「
た
か
ら
も
の
」へ

　

田
平
教
会
の
信
徒
で
あ
り
、

田
平
教
会
報「
瀬
戸

山
の
風
」の
編
集

に
携
わ
る
今

村
慶
子
さ
ん

は
、
か
つ
て
ド
・
ロ

神
父
が
田
平
へ
の
移
住
を

勧
め
た
最
初
の
世
帯
の
ひ
と
つ
に

嫁
い
で
以
来
、
信
仰
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
長
崎
の
教
会
群
を
世
界
遺
産
へ
」と
い

う
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、

地
域
の
方
々
が
教
会
堂

を
大
切
に
す
る
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
う
反
面
、

祈
り
の
場
で
あ
る
教
会
堂
が
観
光
地
化
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
る

と
言
い
ま
す
。

　
『
教
会
は
、
祈
り
の
場
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
上
で
見
学
し
て
も
ら
い
た
い
。

信
者
の
手
に
よ
っ
て
苦
労
し
て
造
ら
れ
、

守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
教
会
を
、
こ
れ
か

ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
し
、
見
学
に

来
ら
れ
る
方
に
も
、
教
会
堂
の
建
物
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
中
で
守
ら
れ
て
き
た
信

仰
も
大
切
に
し
て
欲
し
い
』と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
に
な
る
た
め
に

は
、
そ
の
価
値
の
証
明
に
加
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
活
用
し

て
い
く
の
か
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
市
で
は
所
有
者
や
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
保
存
計
画

や
活
用
策
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
６
３
５

平戸から世界遺産を世界遺産

Vol.02

煉瓦造教会堂の傑作「田平天主堂」

ロマネスク様式の荘厳な赤煉瓦づくり
鉄川与助氏煉瓦造教会最後の傑作

田平天主堂
国指定重要文化財

「
建
物
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
中
で
守
ら
れ
て
き
た
信
仰
も

大
事
に
し
て
欲
し
い
」

指定日：平成15年12月25日
種　別：国指定重要文化財（建造物）
名　称：田平天主堂
所在地：平戸市田平町小手田免19番地19
建築年代：大正6年（1917）10月
構造形式：煉瓦造および木造

◎田平町荻田免
田平教会信徒
会報「瀬戸山の風」編集委員
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今村　慶子さん



XX
Interview

　暑い夏が再び始まりました。私は去年の暑い８月初旬に初めて平戸に来ました。

実は平戸に来る前には、平戸のことをあまり知らなかったです。英語の情報を探

しましたが、なかなか見つけられなくて「本当に田舎なんだろう」と思って

いました。着いてからいろいろな人に平戸の話を聴きましたが、よく「平

戸は田舎ですよ」とか「何もないですよ」とか「平戸はつまらないでしょ

う？」と言われました。合併前の大島の村勢要覧を見ると、表紙に大きく「な

にもないけど。。。」と書いてありました。しかし、私は外国人として平戸の魅力を

すぐに感じました。いろいろな歴史の話を聴いたり、豊かな自然を見たり、祭りを経

験したりして、とてもいい所だと思ってきました。

　平戸の歴史をあまり知らなかったので、歴史をちょっと調べていたら、面白い話がた

くさん見つかりました。私はオランダ人として何よりも大切だと思うのは、日本とオラン

ダの通商関係が平戸で始まったということです。当時のオランダは、平戸だけで自由に貿

易できて、平戸だけにオランダ風の商館を建築しました。どう考えても平戸市は日蘭関係

にとって、すごく重要な役割を果たしています。

　来年2009年は、日蘭通商関係が400年たつのを記念して、オランダや日本全国で、とてもたくさん

のイベントが行われます。オランダの総理大臣をはじめ、政治家や芸術家などが日本を訪問します。

日蘭関係においてとても重要な年になります。そして、その重要な年の中心は、平戸になっています。

平戸がですよ。

　平戸市は、2009年にオランダ人とオランダの政府に注目され

ますので、この歴史を活かして、今後のオランダと日本の関係

においてさらに重要なまちとなるチャンスがあると思います。

この機会に平戸でもいろいろなイベントを行いたいと思ってい

ます。来年の「日本オランダ年」にみなさんのご協力とご支援を

お願いします。平戸のみなさんは、日蘭関係における平戸の役

割をまだそんなに意識していないかもしれませんが、これは平

戸が自慢できるところの一つだと思います。平戸の魅力に自信

を持って、来年の日本オランダ年を通じて、過去の歴史だけで

なく将来に向けてもいろいろな国にもっと注目されるまちを作

りましょう。

Ｐ.Ｓ. 興味のある人は、日本オランダ年のホームページもぜひご

覧ください。

URL：http://www.nihonoranda.jp

「平戸とオランダ？」

　

小
鳥
が
さ
え
ず
る
校
門
を
元
気
に
登
校

す
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に「
お
は

よ
う
」と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
生
月
小
学

校
の
校
門
前
の
交
差
点
で
交
通
指
導
を
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
平
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
副
会
長
を
務
め
る
鳥
山
泰
隆
さ
ん

で
す
。
鳥
山
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
25
年
間
、

毎
朝
、
児
童
の
み
な
さ
ん
が
安
全
に
登
校

で
き
る
よ
う
、
ど
ん
な
に
雨
風
が
強
い
日

で
も
、
ど
ん
な
に
寒
い
雪
の
日
で
あ
っ
て

も
、
一
日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
横
断
歩
道

で
子
ど
も
た
ち
の
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
差
点
は
、
急
な
坂
の
途
中
に
あ

り
、
し
か
も
四
叉
路
で
、
登
校
時
は
交
通

量
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

永年の交通事故防止
活動により、平戸警
察署長、県知事、財
団法人全日本交通安
全協会より数々の感
謝 状 を 受 賞。昨 年、
市生涯学習まちづく
り 表 彰 受 賞。現 在、
平戸地区交通安全協
会副会長や生月地区
民生委員児童委員協
議会会長を務める。

と
て
も
危
険
な
交
差
点
で
す
が
、
鳥
山
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
陰
で
、
こ
れ
ま

で
一
度
も
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和
58
年
当
時
、

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
し
て
い
た
時
、

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
で
、
校
門
に
立
ち
始

め
た
際
に「
こ
の
交
差
点
は
危
な
い
な
ー
」

と
実
感
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

鳥
山
さ
ん
の
宝
物
は
、
生
月
小
の
全
校
児

童
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
感
謝
の
手

紙
。
鳥
山
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
動
け
る
限
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

願
っ
て
続
け
て
行
き
た
い
で
す
ね
」と
、

早
朝
の
眩
い
ほ
ど
の
日
差
し
の
中
で
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

清
々
し
い
気
持
ち
で
１
日
が
始
ま
る

こ
れ
が
私
の
生
き
が
い

鳥
山 
泰
隆
交
通
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
日
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
る
の
が
、
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

生涯学習実践人

鳥山　泰隆さん
◎生月町里免（69）
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す
た
か

よ
ん　
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ろ



千葉　洋樹さん（23歳・古江町）
ち　　ば　　　ひろ　き

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■勤務先

　平戸商工会議所

■ニックネーム

　ひろき

■性格は？

　のんびりマイペース

■趣味・特技

　スポーツ観戦

「これからどんどん顔を覚えてもらって、
　　　今後の仕事につなげていきたいです」

７月生まれ

　「地元に就職したい」と平戸商工会議所に今年４月か
ら就職した千葉さん。現在は、職場の先輩たちの指導
のもと業務係として毎日充実した日々を過ごしている
そうです。同所では、事務のほか、イベント業務など
もあるため、「運営する立場になって初めてお客さん
を呼ぶ難しさなどを実感しました」と千葉さん。「これ
から顔を覚えてもらって、今後の仕事につなげていき
たいです」と笑顔で抱負を語ってくれました。

「見る人に感動と元気を与えられる踊りを目指しています。」

　私たち芳舞会は、３年半前に２人からスタートしまし

た。現在は14人の会員で、週１回の練習ですが、みんな

で楽しく日本舞踊を踊っています。現在、11月に市ふれ

あいセンターで開催される「越南まつり」での演舞予定の

「恋瀬川」などを稽古中です。日本舞踊は、お腹を引いて背

筋をピンと伸ばして姿勢を良くすることが基本の一つで姿

勢が良くなるなどのメリットがあ

ります。また、日本舞踊は、日本

の伝統文化なので、絶やさずに次

の世代に継承していくことが大事

だと考えています。「今後は稽古を

積んで、老人ホームなどで演舞を

行うなど、見ている人に元気を与

えるような踊りをすることができ

たら嬉しい」と話しています。ぜ

ひ、「越南まつり」で私たちの日本

舞踊を見に来てください。

　田平町体育振興会剣道部は、30年以上活動を続けてい

る部で、小学生・中学生を中心として週３回の練習に励ん

でいます。市民体育祭などの大会前には、高校生や大人の

参加もあるとか。市内や北松浦郡の大会など年14回ほど

出場しており、先日の市中学校総合体育大会では、田平中

学校女子が準優勝しました。

　また、部では試合の勝利だけで

なく、剣道を通して仲間を作り、

先輩は後輩の指導を、後輩は先輩

に迷惑をかけないように精神力や

集中力を鍛えることも目標として

活動しています。社会人になった

人も後輩が気になって、練習を見

に来ています。同部では、現在部

員を募集中で、特に中学生男子を

募集しています。ぜひ一度気軽に

練習を見に来てください。

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／週1回（不定期）
活動会場／市ふれあいセンター児童室
対 象 者／踊りが好きな人
連 絡 先／代表宅　☎28-1503
部 員 数／ 14人
代　　表／松山ノブ子さん（紐差町）

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週月・水・金曜日　午後６時～午後８時
活動会場／田平町体育館
対 象 者／どなたでもＯＫ！
連 絡 先／代表宅　☎57-1933
部 員 数／ 31人
参 加 費／月額1,000円
　　　　　(兄弟など２人目からは500円)
代　　表／小田　勇さん（田平町山内免）

小楠　茉季ちゃん
（Ｈ１８.７.４生）

お ぐす　　　ま　き

～正治さん・直子さんの次女～
≪野子町≫

福田　一将くん
（Ｈ１９.７.１２生）

ふく だ　　かずまさ

～竜也さん・渚さんの長男～
≪志々伎町≫

中村　太紀くん
（Ｈ１９.７.２生）

なかむら　　たい き

～孝治さん・さやかさんの長男～
≪明の川内町≫

強くて元気いっぱいの強くて元気いっぱいの
男の子に育ってネ！男の子に育ってネ！

モリモリ食べて、モリモリ食べて、
大きく育って！大きく育って！

強くて元気いっぱいの
男の子に育ってネ！

我が家の癒やし系、我が家の癒やし系、
これからも皆を癒やしてネ！これからも皆を癒やしてネ！

我が家の癒やし系、
これからも皆を癒やしてネ！

モリモリ食べて、
大きく育って！

「芳 舞 会」

「心と体を鍛えながら、剣道を楽しんでいます」「田平町体育振興会剣道部」
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※プレゼントは、事業所から提供をいただいてます。

　郵便、FAX、E-Mailで、氏名（ふりがな）、年齢、性
別、住所、ペンネームまたはイニシャルを記入の上、
広報ひらどを読んだ感想や今後取り上げてほしい話題
や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出来事など
を書いてご応募ください。お便りをくださった人の中
から抽選で４名様に上記商品をプレゼント。応募締切
は7月20日（日）当日消印有効です。当選の発表は、
商品の発送をもってかえさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　総務課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22-2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供しますのであらかじめご了承ください。

長田食品
「平戸魚醤油の詰め合わせ」
を４名様にプレゼント！

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

　無添加の煮干使用の『いりこだしパック』と風味豊か
な『鰹昆布入りだしパック』、長田謹製『魚醤油』・『あ
ご醤油』の詰合せです。だしパックは、長崎県産の片
口いわし、鰹節や昆布などを使用し、添加物を一切使っ
ていない、深みのある本格だしが手軽に味わえること
で、県内外で多くのみなさんに好評を得ています。また、
平戸魚醤油は、この天然のだしに麹を加え、毎日かき
混ぜ自然発酵を繰り返し、５年間熟成させることで、
臭みやかどがなく香り高くまろやかな味が特徴で、贈
答用やお土産としても最適の逸品です。
◎商品についてのお問い合わせ
　「長田食品」 　http://nagata-shokuhin.com/
　〒859-5102 平戸市大久保町326-105
　TEL 0950-22-5544/FAX 0950-23-8114
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市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています

　

平
戸
に
住
ん
で
35
年
を
越
し
ま
し
た
。

住
め
ば
住
む
ほ
ど
平
戸
が
と
て
も
好
き
に

な
っ
た
自
分
に
気
付
か
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

仕
事
で
遠
方
へ
出
か
け
た
際
も
、
話
題
は

平
戸
の
自
慢
を
し
て
る
し
、
宣
伝
呼
び
込

み
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
地
産
地
消
が
必

至
で
や
っ
と
思
い
直
し
て
い
た
だ
け
る
今

こ
そ
、
平
戸
特
産
か
ら
建
物
、
伝
わ
っ
て

い
る
お
話
・
・
な
ど
。
今
か
ら
や
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と

一
筆
し
ま
し
た
。　

（
Ｍ
・
Ｍ　

56
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

父
が
平
戸
に
単
身
赴
任
中
な
の
で
、
平

戸
の
観
光
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
す
。
今
度
出
掛
け
て
み
た

い
で
す
。　

　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｋ　

女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

青
い
色
の
帯
び
や
文
字
が
効
果
的
に

入
っ
て
い
て
読
み
や
す
い
で
す
。
た
と
え

ば
、
中
津
良
の
ホ
タ
ル
祭
り
の
よ
う
に
、

５
月
〜
６
月
ま
で
の
情
報
は
、
６
月
号
に

も
掲
載
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
（
バ
ス
ケ
マ
ン
Ｔ
Ｋ　

男
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

平
戸
に
あ
る
道
の
駅
の
こ
と
や
、
地
産

地
消
の
店
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
取
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
。
行
っ
た
こ
と
の
な
い
店
や
い

ろ
ん
な
く
だ
も
の
、
野
菜
な
ど
が
あ
る
と

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
楓
の
ベ
イ
ビ
ー　

22
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

表
紙
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
市
民
の
明

る
い
表
情
が
毎
号
撮
ら
れ
て
お
り
、
気
持

ち
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
合
併
当
時
は
、

支
所
管
轄
の
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
く
、
堅
苦

し
い
記
事
ば
か
り
の
よ
う
で
慣
れ
な
い
せ

い
か
あ
ま
り
関
心
が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
は
、「
ま
ち
の
で
き
ご
と
」を
は
じ
め
、

「
ま
ち
の
ひ
と
び
と
」な
ど
市
内
で
活
動
し

て
い
る
人
た
ち
が
取
り
上
げ
ら
れ
興
味
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。
希
望
と
し
て
は
、
人

口
の
動
き
が
、
市
全
体
で
し
か
わ
か
ら
ず
、

よ
そ
の
人
か
ら
生
月
の
人
口
は
と
尋
ね
ら

れ
て
も
返
答
が
で
き
ず
に
恥
ず
か
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
せ
め
て
年
１
度
で
も
地

区
別
の
人
口
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
・
Ｔ　

67
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

平
戸
は
、
海
が
美
し
い
、
山
が
美
し
い
、

肉
が
魚
が
お
い
し
い
。
そ
し
て
日
本
の
中

で
も
誇
れ
る
歴
史
の
街
、
そ
し
て
欠
け
て

い
た
温
泉
も
今
は
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
観
光
地
で
す
。
私
も

日
本
全
国
旅
し
て
、
海
外
も
あ
ち
こ
ち
巡

り
ま
し
た
が
、
平
戸
の
よ
う
に
素
晴
ら
し

い
観
光
地
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と

は
、
観
光
客
向
け
の
食
事
の
場
所
と
土
産

品
店
の
利
便
性
な
ど
を
充
実
す
れ
ば
、

も
っ
と
観
光
客
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　

　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｙ　

男
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

毎
月
、
生
き
生
き
し
た
写
真
の
表
紙
に

引
き
込
ま
れ
、
広
報
ひ
ら
ど
を
手
に
取
り

ペ
ー
ジ
を
め
く
り
始
め
ま
す
。
い
つ
も
内

容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
ま
た
大
切
な
お

知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
広
報
が
行

政
と
私
た
ち
市
民
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

最
も
身
近
な
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ド
ラ
え
も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
の

よ
う
な
広
報
ひ
ら
ど
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
ド
ラ
え
も
ん
の
母　

49
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　
「
広
報
ひ
ら
ど
」の
発
行
ご
苦
労
さ
ま
で

す
。
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
今

月
は
、
春
ま
つ
り
な
ど
催
し
物
が
あ
っ
て

い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
興

味
深
か
っ
た
の
が
、
平
戸
夏
香
の
記
事
で

す
。
私
は
、
水
田
と
み
か
ん（
温
州
み
か

ん
、
は
っ
さ
く
、
甘
夏
な
ど
10
種
類
余

り
）を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
６
月
に
食
べ

る
平
戸
夏
香
、
ど
ん
な
果
実
な
の
だ
ろ
う
。

糖
度
は
？
酸
度
は
？
一
玉
何
グ
ラ
ム
な
の

で
し
ょ
う
か
。
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
か
ん
に
限
ら
ず
、
め

ず
ら
し
い
作
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
お
い
し
い
み
か

ん
作
り
に
励
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｋ　

58
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

平
戸
市
全
体
の
こ
と
が
良
く
分
か
り
、

毎
月
必
ず
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
い
記
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
の
ぶ
ち
ん　

47
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

う
ち
で
は
、
広
報
ひ
ら
ど
が
届
く
と
広

報
ひ
ら
ど
フ
ァ
ン
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
部
屋

に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
娘
や
息

子
が
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
部
屋
で
何
気
に
読

ん
で
は
、
行
政
的
な
内
容
を
説
明
し
た
り
、

知
人
が
載
っ
て
い
る
と
い
っ
て
は
家
族
で

盛
り
上
が
っ
た
り
と
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
６

月
号
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
も
始

ま
っ
て
、
ま
た
家
族
の
会
話
も
増
え
そ
う

で
す
。
役
に
立
つ
広
報
、
楽
し
め
る
広
報
、

平
戸
が
好
き
に
な
る
広
報
を
こ
れ
か
ら
も

期
待
し
て
い
ま
す
。　

（
か
ず
ち
ゃ
ん　

64
歳
女
性
）

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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○広告内容
　提供商品の写真１点、提供商品名、提供商品紹
介文、提供事業所名、連絡先など
○その他
　商品と発送代金については、提供事業所負担と
させていただきます。
※商品のＰＲを希望する事業所は、総務課秘書広
　報班までお問い合わせください。

読者プレゼントコーナーで
特産品などをＰＲしてみませんか？

～事業所のみなさんへ～

今回の応募総数は、10通でした。ピープルトゥピープル学生大使学校訪問の様子（猶興館高校）



　６月13日、平戸茂右ヱ門窯で、平戸焼の教
会オブジェがお披露目されました。これは、社
団法人平戸観光協会が、世界遺産登録へ向けた
取り組みの一つとして、また同会が企画してい
る旅行商品「平戸キリシタン紀行」の全国展開を
図るため、同窯の三代目辻田正美さん（鏡川町）
に依頼し製作したものです。今回製作されたオ
ブジェは、田平天主堂、宝亀教会、聖フランシ
スコ・ザビエル記念教会の３種。籠手田惠夫会
長は、「このオブジェを活用して、平戸の魅力
をＰＲしていきたい」と話していました。

平戸焼の教会オブジェでＰＲ

　６月５日、福岡市内のホテルで、「ハッピー
アペリティフ」（フランス農水省など主催）が開
催され、提供された料理の食材に、平戸産のバ
レイショ、平戸牛、イカ、イサキなどが使われ、
500人を超える来場者のみなさんに振る舞われ
ました。市内からは食材を提供した生産者など
約40人が参加し、食材などのアピールを行い
ました。今回のメニューを企画した笹田勇治郎
洋食調理総括料理長は、「平戸の食材は全国的
にも通用する食材。今後も継続して平戸の食材
を使っていきたい」と話していました。

平戸旬素材を福岡市でアピール！

２２ｍの長巻寿司に挑戦！

市内唯一の茶市 今年もにぎやかに

　５月26日、市内のホテルで、国際ソロプチ
ミスト平戸（白濵京子会長）が20周年を迎える
にあたり、「認証20周年記念式典」が開催され
ました。同団体は、実業界で活躍する女性、専
門職についている女性で構成する国際的なボラ
ンティア組織で、地域奉仕活動、ユニセフ募金
協力、各種団体への寄贈などの活動を実施。今
回も平戸安全パトロール隊ほか５団体に安全パ
トロール用ベストなどを寄贈しました。白濵会
長は、「みなさんに名前を知ってもらえるよう、
今後も活動を続けたい」と話していました。

国際ソロプチミスト平戸 認証２０周年

　６月12日、13日の両日、大島中学校体育館で、
「職場職域対抗ふれあいバレーボール大会｣が行
われ、島内外から11チーム、123人が参加し
ました。大会初日は、３パートに分かれ予選リー
グが行われ、２日目は、リーグを勝ち抜いた６
チームによるトーナメントが行われました。選
手のみなさんは、日ごろから親しんだ職場の仲
間と和気あいあいとした雰囲気の中で、バレー
ボールを通じて親睦を深めました。
【優　勝】平戸市役所
【準優勝】はな金バレーボールクラブ

職場仲間とバレーで親睦深める

 まちづくりの仕掛け人になりたい！

　５月23日から25日までの３日間、津吉町旧
商店街で、南部地区の初夏の風物詩となってい
る「第54回津吉茶市」（津吉青年商工会主催・
岡田俊一会長）が開かれました。通り沿いには、
新茶や工芸品、おもちゃなどを売る約70の露
店が軒を連ね、会場一帯は夜遅くまで多くの買
い物客や家族連れなどでにぎわいました。会場
では、津吉小学校の児童による「あいあいショッ
プ」のほか、職場対抗カラオケ大会やお楽しみ
抽選会、ミュージックフェスタなどさまざまな
イベントも開かれました。

　６月８日、大島小学校グラ
ウンドと大島高齢者生活福祉
センターで、「大島村ふれあい
健康ふくしまつり」が開かれま
した。まつりでは、午前中に
老人クラブと母子寡婦福祉会
によるハンガー・クレーン、
子どもたちによるパン食い競
争などのふれあいレクリエー
ションが行われました。午後
からは、開催回数×１ｍの長
さの長巻寿司に挑戦。今年は、
大島村の時から通算して22回
目で、22ｍになった長巻寿司
を約30人が一列になり、力を
合わせて巻き、一発で大成功。
みなさんおいしそうに巻寿司
をほお張っていました。

　５月25日、平戸文化センターで、「生涯学習
地域アニメーター養成講座」が開催され、まち
づくりの仕掛け人である地域アニメーターを目
指す46人のみなさんが受講しました。受講者
のみなさんは、全国生涯まちづくり協会理事長
の福留強さんから「生涯学習は儲かることだ」、
「市民一人ひとりが自己を高め、地域に能力を
活かそう」と講義を受けた後、７つのグループ
に分かれ、「地域での子育て支援をしたい」、「観
光ガイドを増やしたい」など平戸のまちづくり
について活発な議論を交わしていました。
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●７月の主なもよおし●
■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会
　８日（火）午前10時30分～（北部公民館２階和室小）
■しかけ絵本教室
　26日（土）午後１時30分～（北部公民館２階会議室）
■実験教室
　30日（水）午後１時～（北部公民館２階会議室）

※市立図書館の本は、各公民館を通して貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館の図書室へお尋ねください。

■茨の木／さだまさし
■恋人たち／野中　柊
■カウントダウンノベルズ／豊島　ミホ
■謎の転倒犬　石狩くんと㈱魔泉洞／柴田よしき
■東京島／桐野　夏生
■その時までサヨナラ／山田　悠介
■山魔の如き嗤うもの／三津田信三
■あちん／雀野日名子
■遊女のあと／諸田　玲子
■古文書はじめの一歩／油井　宏子
■きものサロン　’08夏号／世界文化社
■胃・腸を切った人のおいしい特効メニュー／吉田　美香
■米粉のスイーツ／のむらゆかり
■直売所だより／山下　惣一
■もっとうまくなる！バレーボール／木村　正憲

［７月の休館日］
　毎週月曜日（７日・14日・21日・28日）

［７月の休館日］
　毎週月曜日（７日・14日・21日・28日）

■なつのおとずれ／かがくいひろし
■ふねくんのたび／いしかわこうじ
■かわのじぞうさん／たかべせいいち
■しちどぎつね／たじまゆきひこ
■ゆーらりももんちゃん／とよたかずひこ
■ぼく、およげないの／レイン・マーロウ
■ちびくろ・さんぼ３／ヘレン・バンナーマン
■しろくまのアンヨくん／角野　栄子
■おばけのおはるさん／末吉　暁子
■菜の子先生はどこへ行く？／富安　陽子
■花天新選組　君よいつの日か会おう／越水利江子
■アンネ・フランク／アン・クレイマー
■ヤンバルクイナ・アガチャーの唄／戸塚　学
■ヤドカリ／草野慎二、栗林　慧
■点字えほん　ゾウさんのハナのおはなし／小林　映子
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●７月の主なもよおし●

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）
　５日・19日・26日
■映画会　12日（土）・むくはとじゅうの名犬物語（20分）
　　　　　　　　　　・そんごくう（12分）

■相棒－劇場版－／司城　志朗
■千里眼　シンガポール・フライヤー上・下巻／松岡　圭祐
■ミカさんの長崎弁スケッチ／片山　廣子
■棟居刑事の使命の条件／森村　誠一
■黒龍江省から来た女／永瀬　隼介
■タッチアップ／田澤　拓也
■恋人／佐藤洋二郎
■黄色い目の魚／佐藤多佳子
■亜矢子先生の骨盤ダイエット／納富亜矢子
■こうすれば地域再生できる／菊森　淳文
■この「オッズ表」で買えば馬券は当たる／ＤＩオッズ解析班
■ニッポンの検定100選／「みんなの検定」委員会
■口の体操「あいうべ」／今井　一彰
■１分スピーチ・あいさつ実例集／生島ヒロシ
■さらば財務省！／髙橋　洋一

『もう一回
　蹴りたかった』

■おおきいかめ　ちいさいかめ／山田ゆみこ
■ほたるさわ／菊池日出夫
■あいうえおみせ／安野　光雅
■まほうのコップ／川島　敏生
■恐竜迷路なぞの恐竜ワールド大ぼうけん／千塚　鉄也
■せんねん　まんねん／まど・みちお
■もりのおふろ／西村　敏雄
■ブルー・ビーとオールドツリー／テイジ
■黒魔女さんが通る！！／石崎　洋司
■消えた空き巣犯を追え！／那須　正幹
■<カラス同盟>事件簿／
　　　　　　　アレックス・シモンズ/ビル・マッケイ
■赤い鳥　５年生／赤い鳥の会
■子どものための作文の本　１・２・３巻／ながたみかこ
■日本の祭り事典／芳賀日出男
■ジュニア学研の図鑑　魚／岡　俊彦

著者名／望月　重良
出版社／ぴあ

　シゲ、俺より先にサッカーやめ
るのか？・・・。治療方法のない不
治の難病に襲われた元日本代表選
手が、病と闘った２年間の経験を
つづっています。

　とってもおいしそうな表紙だと思
いませんか？実はそっくりなんだけ
ど偽物のお菓子。粘土やシリコーン
などの身近な素材で本物そっくりな
マカロン、カップケーキなど気軽に
挑戦できる作り方を紹介。

　兄である画家ゴッホと強いき
ずなで結ばれ、彼の生涯を支え
続けた画商のテオ。ゴッホの生
い立ちから、その最期までを、
テオの視点から描いていた渾身
の一冊。

『どんなにきみが
　すきだかあててごらん
　　　なつのおはなし』
絵／アニタ・ジェラーム
出版社／評論社

　小さな茶色いノウサギと大きな茶
色いノウサギは、夏の日、川辺まで
下りていきました。青、赤、黄色・・・
夏の野原はいろいろな色でいっぱい
です。いちばん好きな色はどれかな？
大人気、二わのウサギシリーズ。温
かくやさしい愛に満ちたお話です。

『かわいいフェイク・
スイーツのつくり方』
著者名／氣仙えりか
出版社／グラフィック社

『にいさん』　
著者名／いせひでこ
出版社／偕成社

（各土曜日・各午後２時～）
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　週４日のゲートボールの練習が楽
しみで、島外での試合にも多数出場
しています。何でも相談できる友人
や周りの人々に支えられ、生け花や
歌など好きなことをしながら毎日楽
しく過ごしています。

　規則正しい食事を心がけていま
す。また、何でも前向きに考え、
生きがいを持って生活しています。

南　ヒサヱさん（89）
　　　　　（大島村的山川内在住）

　一昨年にお孫さんから勧められた
塗り絵や朝の散歩（毎日1,500歩）を
欠かさず行っています。中津良地区
のお楽しみ会にも参加し、運動をし
たり、地区の人との交流を図ったり、
生き生きと過ごしています。

　規則正しい生活をする。食事は
好き嫌いなく腹八分目。家族との
だんらんや知人との交流を楽しむ。

吉永　トキ子さん（89）
　　　　　　　（下中津良町在住）

元気の

特
定
健
診
を
受
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し
ま
し
ょ
う
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戸
市
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健
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で
は
特
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。
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。
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健
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し
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■お問い合わせ　文化遺産課和蘭商館復元推進室（☎内線2635）

■名　　称

　大嶋浦羽指文書

■種　　別

　市指定文化財

■指定年月日

　昭和61年１月17日

■所　有　者

　坂元ユズコ

■所　在　地

　大島村的山川内331

■名　　称

　篠崎組の奉納絵馬

■種　　別

　市指定文化財

■指定年月日

　昭和61年1月17日

■所　有　者

　本山神社

■所　在　地

　大島村的山戸田1658

■名　　　称　益富組の奉納絵馬

■種　　　別　市指定文化財

■指定年月日　昭和61年1月17日

■所　有　者　天降神社

■所　在　地　大島村前平1351

鯨
組
の
軌
跡

市
指
定
文
化
財

篠
崎
組
の
奉
納
絵
馬

「国民年金保険料
　　　　　免除申請のお知らせ」

▲益富組の奉納絵馬

　

壱
岐
の
鯨
組
・
篠
崎
組
が
大
島
近
海
で

捕
鯨
を
行
う
際
の
安
全
を
願
い
、
的
山
の

本
山
神
社
に
奉
納
し
た
絵
馬(

縦
73
㎝
、

横
58
㎝)

で
、
銅
版
の
御
幣
２
本
を
張
り

付
け
、「
明
和
二
年(

１
７
６
５)

奉　

篠

崎
組　

酉
十
一
月
吉
日
」の
墨
書
が
あ
り

ま
す
。
大
島
近
海
は
鯨
が
通
る
勇
魚
道
で

あ
り
、
捕
鯨
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ

ろ
の
資
料
で
す
。

　

天
明
７
年(

１
７
８
７)

に
益
富
大
嶋

組
が
神
浦
の
天
降
神
社
に
奉
納
し
た
絵

馬(
縦
１
２
７
㎝
、
横
48
㎝)

で
、
源
平

合
戦
八
嶋
弓
箭
誉
の
山
笠
の
図
柄
に

「
奉
掛
御
宝
前  
天
明
７
年  

益
富
大
嶋

組  

三
筈
主
清  
粛
山
」と
あ
り
、  

奉
納

年
、
奉
納
者
、
絵
師
の
名
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

大
島
の
井
元
氏
鯨
組
廃
業(

１

７
２
５
年
ご
ろ)

後
も
捕
鯨
活
動
が
続

い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
で
す
。

　

寛
政
12
年(

１
８
０
０)

、
幕
府
の

要
請
で
益
富
組
か
ら
北
海
道
の
捕
鯨

漁
場
調
査
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
的
山

浦
の
羽
指(

捕
獲
し
た
鯨
に
と
ど
め
を

刺
す
専
門
職)

に
関
す
る
文
書
で
す
。

安
永
７
年(

１
７
７
８)

、
帝
政
ロ
シ

ア
の
一
隊
が
北
海
道
に
来
航
し
て
通

商
を
要
求
、
幕
府
は
防
衛
と
開
発
に

迫
ら
れ
、
捕
鯨
漁
場
と
し
て
の
調
査

を
平
戸
藩
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
益

富
組
か
ら
派
遣
さ
れ
た
寅
太
夫(

58
歳)

と
安
兵
衛(

38
歳)

の
両
名
は
、
下
関

か
ら
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
辰
悦
丸
船
団

で
北
海
道
に
渡
り
調
査
の
結
果
、
採

算
の
取
れ
る
漁
場
は
な
い
旨
報
告
し

て
い
ま
す
。
幕
末
に
至
っ
て
も
、
大

島
に
捕
鯨
の
専
門
家
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。
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～なぜオランダ商館は平戸に設置されたのか～～

▲徳川家康朱印状（渡航許可）

　これまでオランダ商館が平戸に設置されたことを、なかば当然のこととして、いくつかの事例を　これまでオランダ商館が平戸に設置されたことを、なかば当然のこととして、いくつかの事例を

紹介してきました。しかし、場合によっては別の場所に設置される可能性もあ紹介してきました。しかし、場合によっては別の場所に設置される可能性もありましたりました。

　1609年にオランダ使節に渡された徳川家康の渡航許可証には「日本のどこの港へも自由に来航し　1609年にオランダ使節に渡された徳川家康の渡航許可証には「日本のどこの港へも自由に来航し

て良い」という内容が盛り込まれています。また、オランダよりて良い」という内容が盛り込まれています。また、オランダより４年遅れて日本に来たイギリス船も、年遅れて日本に来たイギリス船も、

当初は江戸に近い場所に商館を設置できないか検討しています。この点についてはオランダ商館も当初は江戸に近い場所に商館を設置できないか検討しています。この点についてはオランダ商館も

同じような考えを持っていたようです。確かに、大都市の近くに商館を設置したほうが何かと便利同じような考えを持っていたようです。確かに、大都市の近くに商館を設置したほうが何かと便利

なような気がします。なような気がします。

　しかし、結局は平戸　しかし、結局は平戸に商館を商館を設置し設置し日本貿易の拠点日本貿易の拠点

とします。その理由については、例えば長崎・平戸にとします。その理由については、例えば長崎・平戸に

外国の商品の販路が出来上がっていた、あるいは外国外国の商品の販路が出来上がっていた、あるいは外国

人好みの食料が入手しやすかった、日本近海の安全な人好みの食料が入手しやすかった、日本近海の安全な

航路のデータを持っていなかったなど、さまざまな可航路のデータを持っていなかったなど、さまざまな可

能性が推測されており、それなりに納得できますが、能性が推測されており、それなりに納得できますが、

決定的な理由で決定的な理由ではありません。今のところは「当時のありません。今のところは「当時の

様々なことが重なった結果、平戸に設置された」としか様々なことが重なった結果、平戸に設置された」としか

言えないかも知れません。なぜ、平戸に商館が設置さ言えないかも知れません。なぜ、平戸に商館が設置さ

れていたのか、みなさんも一緒に考えてみませんか？れていたのか、みなさんも一緒に考えてみませんか？

　これまでオランダ商館が平戸に設置されたことを、なかば当然のこととして、いくつかの事例を

紹介してきました。しかし、場合によっては別の場所に設置される可能性もありました。

　1609年にオランダ使節に渡された徳川家康の渡航許可証には「日本のどこの港へも自由に来航し

て良い」という内容が盛り込まれています。また、オランダより４年遅れて日本に来たイギリス船も、

当初は江戸に近い場所に商館を設置できないか検討しています。この点についてはオランダ商館も

同じような考えを持っていたようです。確かに、大都市の近くに商館を設置したほうが何かと便利

なような気がします。

　しかし、結局は平戸に商館を設置し日本貿易の拠点

とします。その理由については、例えば長崎・平戸に

外国の商品の販路が出来上がっていた、あるいは外国

人好みの食料が入手しやすかった、日本近海の安全な

航路のデータを持っていなかったなど、さまざまな可

能性が推測されており、それなりに納得できますが、

決定的な理由ではありません。今のところは「当時の

様々なことが重なった結果、平戸に設置された」としか

言えないかも知れません。なぜ、平戸に商館が設置さ

れていたのか、みなさんも一緒に考えてみませんか？

大
嶋
浦
羽
指
文
書

▲

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めることが困難な場合、申請により保険料の納

付が免除される制度があります。免除の種類は所得により、全額免除、４分の３免除、半額免除、

４分の１免除があります。平成19年度分(平成19年７月分～平成20年６月分)の免除申請は、７

月31日（木）までの受け付けとなりますので、保険料の納付が困難な人で、まだ申請が済んでいな

い人は至急申請手続きをしてください。

　また、平成20年度分(平成20年７月分～平成21年６月分)の免除申請は、７月１日（火）から受

付を開始しますので、保険料の納付が困難な人で、平成19年度に継続申請をしていない人は、申

請手続きをしてください。

○申請方法
　保険福祉課国保年金班、または、各支所市民協働課市民班に備え付けの申請書に記入の上、関

係書類を添えて申請してください。

※関係書類
　退職（失業）した人が申請を行う場合は、退職（失業）したことを確認できる書類（雇用保険受給

　者証、雇用保険被保険者離職票などの写し）を添付してください。

　学生免除の場合は、在学証明書（申請年の４月以降発行分）、または学生証の写しを添付してく

　ださい。

▼
▼

あ
づ
ち

い
さ
な
み
ち

げ
ん
ぺ
い

が
っ
せ
ん
や
し
ま
き
ゅ
う
ぜ
ん
の
ほ
ま
れ



　

今
回
は
、
市
民
活
動
支
援
制
度
の
採
択

団
体
や
第
１
回
や
ら
ん
ば
会
議
の
様
子
を

報
告
し
ま
す
。

　

市
内
13
か
所
で
や
ら
ん
ば
会
議
を

　

開
催
し
ま
し
た

　

や
ら
ん
ば
会
議
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
や
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
、
真
剣
に
議

論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　

今
後
は
、
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も

と
に
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
願
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
日
程
は
、
広
報
ひ
ら
ど
や

区
長
回
覧
な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

▼
会
議
で
の
主
な
意
見

●
平
戸
小
学
校
区

　

①
少
子
高
齢
化

　

②
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
度
島
小
中
学
校
区

　

①
後
継
者
対
策（
結
婚
対
策
）

　

②
環
境
美
化　

●
田
助
小
学
校
区

　

①
伝
統
芸
能
の
継
承

　

②
少
子
高
齢
化

●
田
平
南
小
学
校
区

　

①
少
子
高
齢
化

　

②
農
産
物
加
工
所

●
田
平
東
小
学
校
区

　

①
産
業
振
興

　

②
後
継
者
対
策（
結
婚
対
策
）

●
田
平
北
小
学
校
区

　

①
支
所
庁
舎
の
活
用

●
中
野
中
学
校
区

　

①
特
産
品
の
販
売
促
進

　

②
観
光
振
興（
鄭
成
功
関
係
）

●
中
部
中
学
校
区

　

①
産
業
の
活
性
化

　

②
や
ら
ん
ば
会
議
の
方
法

●
南
部
中
学
校
区

　

①
伝
統
芸
能
の
継
承

　

②
人
材
育
成

●
野
子
小
中
学
校
区

　

①
道
路
整
備

　

②
後
継
者
対
策（
結
婚
対
策
）

●
大
島
中
学
校
区

　

①
環
境
美
化

　

②
後
継
者
対
策（
結
婚
対
策
）

●
生
月
小
学
校
区

　

①
環
境
美
化

　

②
産
業
振
興

●
山
田
小
学
校
区

　

①
環
境
美
化

　

②
少
子
高
齢
化

　

や
ら
ん
ば
市
民
活
動
モ
デ
ル
事
業

　

を
２
次
募
集
し
ま
す

○
予
算
額　

予
算
の
範
囲
内

○
支
援
額　

１
団
体
あ
た
り
１
０
０
万
円

　

を
限
度

○
事
業
内
容　

市
か
ら
提
示
さ
れ
た
テ
ー

　

マ
と
仕
様
書
な
ど
を
基
に
、
市
民
団
体

　

が
自
ら
企
画
の
立
案
や
運
営
を
実
践
い

　

た
だ
く
提
案
公
募
型
の
事
業
で
す
。

▼
テ
ー
マ
名

①
自
主
防
災
組
織
の
育
成
お
よ
び
活
動
支
援

②
魚
食
普
及【
水
産
物
の
消
費
拡
大
推
進
】

S E R I E S協　  働
「やらんば会議」

4

や ら ん ば ！ 平 戸

元気にするまちづくり

補助金名

花とみどりのふるさと

づくり事業補助金

ひらど豊かな人づくり

推進事業補助金

ひらど豊かな人づくり

推進事業補助金

市民力アップ支援

事業補助金

採択団体名

紐差第４区自治会

こもれびの会

ＮＰＯ法人ひらど

遊学ねっと

ヒラド・ビッグ

フューチャーズ

事　業　名

花いっぱい運動

韓国文化を活用した地域おこし事業

2008年社交ダンススポーツ

パーティー大会in HIRADO

ねしこ賑わい交流拠点づくり事業

交付額

100,000 円

133,000 円

500,000 円

3,000,000 円

平戸市生き活きまちづくり事業採択一覧

事　業　名

中部地区観光活性化推進事業

志々伎自然体験交流事業

「平戸ざぼん園」の復元整備事業

ディスカバリーＫＯＴＡ

住まいと暮らしのフェアー

若者による地域コミュニティー創造事業

かくれキリシタンデジタルアーカイブ事業

元関脇 隆乃若との交流事業

生の舞台の感動を子どもらに

鯨文化交流事業

花と緑で環境美化事業

磯洗い隊藻場回復事業

伝統芸能継承事業

Ⅶ Isle of 生月2008

「絵本でつなぐ親子のきずな」子育て支援事業

お年寄りの豊かな生活向上事業

田平町生活学校研修事業

日本一の昆虫展inたびら

地産地消の大壁画作成事業

ちょっとみていかんね

和牛女性クラブ会員研修事業

田平町和牛研究会会員研修事業

大島村畜産活性化事業

交付額

928,000 円
370,000 円
905,000 円
600,000 円
800,000 円
548,000 円

180,000 円
339,000 円
216,000 円
804,000 円
540,000 円
145,000 円
330,000 円
418,000 円
420,000 円
324,000 円

51,000 円
1,000,000 円
322,000 円
246,000 円
149,000 円
154,000 円

231,000 円

平戸市地域コミュニティ活動推進事業補助金採択一覧

③
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

④
市
民
と
つ
く
る「
故
郷
の
森
林
」

⑤
家
庭
と
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
る「
ま

　

ち
家
族
化
計
画
」

⑥
市
民
参
加
型
の
ま
ち
な
か
活
性
化
対
策

⑦
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
の
生
活
支
援

⑧
子
育
て
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

⑨
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善

⑩
歴
史
的
建
造
物
・
町
並
み
・
史
跡
等
を

　

活
か
し
た
地
域
づ
く
り

⑪
伝
統
芸
能
・
祭
・
行
事
を
活
か
し
た
地

　

域
づ
く
り

⑫
ゴ
ミ
減
量
化
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策

　

の
推
進

⑬
結
婚
対
策

○
応
募
要
件

①
市
内
で
実
施
す
る
公
益
性
の
高
い
事
業

　

で
あ
る
こ
と
。

※

市
外
の
場
合
は
、
事
業
効
果
に
よ
っ
て

　

判
断
し
ま
す
。

②
市
や
他
の
機
関
な
ど
へ
の
要
望
と
な
ら

　

な
い
こ
と
。

③
既
存
の
事
業
で
な
い
こ
と
。

④
申
請
団
体
の
運
営
助
成
や
財
産
な
ど
の

　

取
得
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
。

⑤
１
団
体
１
件
を
限
度
と
す
る
。

○
応
募
資
格　

公
益
活
動
を
行
う
団
体
や

　

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
。
ま
た
は
、
地
域
産

　

業
組
織
や
企
業
で
、
次
の
要
件
に
該
当

　

す
る
も
の

①
公
益
活
動
を
行
う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

②
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と
。

③
事
業
の
企
画
か
ら
実
施
、
運
営
、
完
了

　

ま
で
が
で
き
る
こ
と
。

④
政
治
、
宗
教
、
公
益
を
害
す
る
活
動
を

　

目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
対
象
経
費　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費

○
募
集
締
切
日　

８
月
29
日（
金
）必
着

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進

　

事
業
補
助
金
を
２
次
募
集
し
ま
す

○
対
象
事
業　

特
産
品
の
開
発
や
地
域
文

　

化
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

○
対
象
経
費　

事
業
の
実
施
に
必
要
な
経

　

費
。
た
だ
し
、
実
施
団
体
の
備
品
な
ど

　

財
産
の
取
得
は
対
象
外

○
応
募
資
格

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
５
人
以
上
で
組

　

織
さ
れ
た
非
営
利
団
体
で
、
年
間
の
活

　

動
計
画
が
明
確
で
あ
る
も
の
。
た
だ
し
、

　

営
利
団
体
で
あ
っ
て
も
事
業
内
容
が
公

　

益
的
な
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
締
切
日（
必
着
）

①
平
戸
・
生
月
地
区　

７
月
31
日（
木
）

②
田
平
・
大
島
地
区　

８
月
15
日（
金
）

■
申
込
方
法　

企
画
課
地
域
協
働
推
進

室
・
各
支
所
市
民
協
働
課
・
各
出
張（
連

絡
）所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
地
域
協
働
推
進
室

　

☎
内
線
２
３
３
３

　

生
月
支
所
市
民
協
働
課

　

☎
内
線
４
１
１
２

　

田
平
支
所
市
民
協
働
課

　

☎
内
線
５
１
１
１

　

大
島
支
所
市
民
協
働
課

　

☎
内
線
６
１
１
２

　

市
民
活
動
支
援
制
度
の
採
択
団
体

　

が
決
定
し
ま
し
た

　

採
択
さ
れ
た
支
援
制
度
お
よ
び
採
択
団

体
名
、
事
業
名
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
い
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
企

画
課
地
域
協
働
推
進
室
・
各
支
所
市
民
協

働
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も　

り

採択団体名

平戸地区

中部地区観光活性化研究会

志々伎体験型振興会

ＮＰＯ法人ひらど遊学ねっと

パッポン会

南部暮らしの応援隊

CRASH　CREW

生月地区

ＮＰＯ法人いきつきドットコム

生月ボランティアガイド協会

生月自然の会

生月勇魚倶楽部

花と緑を育てよ会

舘浦青壮年会

舘浦青壮年会

アイルオブ生月実行委員会

紙風船

西部青年会

田平地区

田平町生活学校

世界の昆虫展実行委員会

地産地消を進める会

たびら子ども劇場実行委員会

和牛女性クラブ

田平町和牛研究会

大島地区

大島和牛研究会

◎市民活動支援制度　採択団体一覧

広報ひらど 平成20年7月号 32Hirado City Public Relations,2008.733

ふ
る
さ
と



　平成20年４月から医療制度改革により75歳以上の人が加入する医療保険として、後期高齢者医療制度が創設
され、この後期高齢者の医療費の40％相当を各医療保険者が負担することになりました。国民健康保険も平成
20年度から新たに「後期高齢者支援金分」（後期高齢者支援金等課税額）を合算して課税することになります。
　平成20年度の国民健康保険税の税率は、次のように改正されましたのでお知らせします。

　※１　所得割は、昨年１年間（平成19年１月～ 12月）の所得に対して計算される割合です。
　※２　資産割は、固定資産税（都市計画税は除く。）が課税されている人について計算される割合です。
　※３　均等割額は、国民健康保険に加入している１人あたりの金額です。
　※４　平等割額は、国民健康保険に加入している１世帯あたりの金額です。 
　※５　介護分は、40歳から64歳の介護保険第２号被保険者に該当する人のみ課税されます。

※医療給付費分の税率は、合併後急激に負担が増えないように基金を使用し、旧市町村区域ごとに税率を設定す
　る「不均一課税」を適用しています。今後も見直しを行い、平成22年度までに「均一課税」とします。

（例１）　75歳以上の人が後期高齢者医療制度、75歳未満の人が国民健康保険に引き続き加入する場合

　①所得の低い人の国民健康保険税の軽減について
　　　保険税の軽減を受けている世帯は、世帯構成や収入が変わらなければ、５年間、今までと同じ軽減
　　を受けることができます。
　②世帯割で賦課される国民健康保険税の軽減について
　 　　国民健康保険の被保険者が1人となる場合には、５年間、医療給付費分および後期高齢者支援金分
　　に係る世帯割で賦課される保険税（平等割分）が半額になります。

（例２）　75歳以上の人が被用者保険（会社の健康保険など）から後期高齢者医療制度に移行することによ
　　　り、その被扶養者（65～ 74歳）が国民健康保険に加入する場合

　新たに国民健康保険に加入し、保険税を納めることになった方については、２年間、次のとおり軽減さ
れます。
①所得割および資産割は賦課されません。②被保険者1人あたりで賦課される均等割額が半額となります。
③被保険者が1人の場合には、世帯別で賦課される平等割額も半額となります。
※新たに国民健康保険に加入される被保険者（65～ 74歳）の人は、加入届が必要です。
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2.0%

24,600円
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6,500円

24,600円
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6,500円
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6,500円

24,600円
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3,700円
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3,700円
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6,100円
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4,200円

17,300円
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17,300円
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4,200円
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2.6%
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平成19年度平成20年度 平成19年度平成20年度 平成19年度平成20年度 平成19年度平成20年度

所得割※１ 資産割※２ 均等割※３ 平等割※４
区分

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区

医療分

支援分

介護分※５

医療分

支援分

介護分※５

医療分

支援分

介護分※５

医療分

支援分

介護分※５

１．国民健康保険税の税率について

２．国民健康保険税の軽減制度について
（１）低所得世帯の軽減制度

（２）後期高齢者医療制度の創設に伴う国保税の新たな軽減措置

　国民健康保険税を決定する際に世帯主(擬制世帯主を含む。)、国保加入者全員および後期高齢者医療制
度に移行した人（国保加入者がそのまま後期高齢者制度に移行し、移行日の世帯に継続して属する人に限
る。）の前年中の総所得金額が次の表にあてはまる世帯は、均等割額および平等割額が軽減されます。

　平成20年４月以降、75歳以上の人は、後期高齢者医療制度に移行し、新制度の保険料を納めることに
なります。それに伴って、国民健康保険に引き続き加入する人の保険税負担が急に増えることがないよう、
国保加入者の保険税について、次のような軽減制度が新たに設けられました。

７割軽減７割軽減７割軽減 所得の合計が33万円以下の場合

５割軽減５割軽減５割軽減 所得の合計が33万円＋（24万５千円×世帯主を除く国保加入者および後
期高齢者の人数）以下の場合

２割軽減２割軽減２割軽減 国保加入者全員（擬制世帯主を含む。）の所得の合計が33万円＋（35万円
×擬制世帯主を除く国保加入者および後期高齢者の人数）以下の場合

区分
医療分
支援分
介護分

560,000円
－　　

90,000円

470,000円
120,000円
90,000円

平成19年度平成20年度
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国民健康保険税の算定方法が変わりますお知らせ
問保険福祉課国保年金班 ☎内線2589
　　　税務課住民税班 ☎内線2548

障害者スポーツ大会が開催されました

＋国民健康保険被保険者国民健康保険被保険者
夫（76歳76歳）妻（72歳72歳）

後期高齢者医療制度被保険者後期高齢者医療制度被保険者
夫（76歳）夫（76歳）

国民健康保険被保険者国民健康保険被保険者
妻（72歳）妻（72歳）

国民健康保険被保険者
夫（76歳）妻（72歳）

後期高齢者医療制度被保険者
夫（76歳）

国民健康保険被保険者
妻（72歳）

＋後期高齢者医療制度被保険者後期高齢者医療制度被保険者
夫（76歳）夫（76歳）

国民健康保険被保険者国民健康保険被保険者
妻（72歳） 妻（72歳） 
（新たに保険税負担新たに保険税負担）

会社の健康保険会社の健康保険
被保険者　夫被保険者　夫（76歳76歳）
被扶養者　妻被扶養者　妻（72歳72歳）

後期高齢者医療制度被保険者
夫（76歳）

国民健康保険被保険者
妻（72歳） 
（新たに保険税負担）

会社の健康保険
被保険者　夫（76歳）
被扶養者　妻（72歳）

※課税限度額は、次のとおりです。

　５月25日、諫早市の県立陸上競技場で、「第８回長崎県障害
者スポーツ大会」が開催され、県内から約1,400名、本市からも、
21人の選手が100m走、ジャベリックスロー、ソフトボール投
げなどの競技に参加しました。大会結果は次のとおり（敬称略）。
【1位】　貞方　省三（100ｍ２部）、坂尾　正廣（60ｍ松葉杖１
部）、大塚　豊子（スラローム２部）、亀渕佐喜子（ジャベリック
スロー１部）、大﨑　洋子（ジャベリックスロー車椅子）

　５月２日、諫早市の県立総合運動公園で、「第23回全国選抜
ゲートボール県予選大会」が行われ、市ゲートボール協会に所属
する「春秋会」（瀧野久子代表）が、シニアレディースクラスで見
事優勝。５月30日、白濵市長を表敬訪問し、全国大会での健闘
を誓いました。６月７日、８日の両日、北海道北見市で行われ
た全国大会では、東京都代表に25対６で圧勝したものの、惜し
くも決勝トーナメント進出はなりませんでした。

全国大会へ向けて市長に表敬訪問



　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

○
募
集
戸
数　

19
戸

　

①
平
戸
地
区　

７
戸
、
②
生
月
地
区　

８
戸
、

　

③
田
平
地
区　

４
戸

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

７
月
15
日（
火
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
、
②
住
宅
に
困
っ
て

　

い
る
こ
と
、
③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

　

こ
と

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　

明
書
、
②
納
税
証
明
書
、
③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
会
は
、
８
月
上
旬
に
開
催
予
定 

　

で
す
。

※
抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に
後

　

日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

　

近
年
、
体
験
修
学
旅
行
や
自
然
観
光
エ
コ

ウ
ォ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
地
域
の
案
内
が
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、「
自
然
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き

▼
南
部
地
区
コ
ー
ス　

７
月
25
日（
金
）・
26
日

　
（
土
）、
８
月
７
日（
木
）、
９
月
21
日（
日
）、

　

10
月
５
日（
日
）の
５
回

▼
生
月
地
区
コ
ー
ス　

７
月
30
日（
水
）、
８
月

　

10
日（
日
）、10
月
１
日（
水
）、11
月
２
日（
日
）、

　

平
成
21
年
３
月
29
日（
日
）の
５
回

○
講
座
内
容　
「
南
部
地
区
」と「
生
月
地
区
」

　

の
コ
ー
ス
ご
と
に
、
講
義
と
実
地
研
修
を
組

　

み
合
わ
せ
、
自
然
を
体
感
し
、
地
質
や
植
物

　

を
学
習
し
な
が
ら
、
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
の
楽
し

　

さ
を
習
得
す
る
講
座
で
す
。

▼
南
部
地
区
コ
ー
ス　

講
義
２
回
、
実
地
研
修

　
「
志
々
伎
山
」「
佐
志
岳
」「
上
段
の
野
」

▼
生
月
地
区
コ
ー
ス　

講
義
２
回
、
実
地
研
修

　
「
塩
俵
」「
山
頭
草
原
」「
長
瀬
鼻
」

○
対
象
者　

18
歳
以
上
の
一
般
市
民
の
人
で
、

　

自
然
観
光
ガ
イ
ド
に
関
心
の
あ
る
人

○
募
集
人
員　

各
コ
ー
ス
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

○
受
講
料　

各
コ
ー
ス
３
０
０
円（
保
険
料
代
）

○
申
込
期
限　

７
月
22
日（
火
）

○
申
込
方
法　

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番

　

号
、
④
年
齢
を
、
は
が
き
・
Ｆ
A
X
・
電
話 

　

の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
F
A
X　

22-

２
８
７
８

『
花
火
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
』

　

毎
年
恒
例
の
平
戸
港
で
の
花
火
大
会（
平
戸

南
風
夜
風
人
ま
つ
り「
夏
の
陣
」〜
平
戸
納
涼
花

火
大
会
〜
）を
今
夏
も
開
催
し
ま
す
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
平
戸
城
を
バ
ッ
ク
に
打
ち
あ
が

る
花
火
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

８
月
９
日（
土
）

※
荒
天
の
場
合
は
、
翌
日
の
８
月
10
日（
日
）に

　

順
延
し
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

平
戸
港
交
流
広
場

『
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
の
募
集
に
つ
い
て
』

　

メ
モ
リ
ア
ル
花
火
を
募
集
し
ま
す
。
感
謝
の

気
持
ち
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
、
大
切
な
気
持
ち
を
花
火
に
託
し

て
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
花
火
を
打
ち
上
げ
ま

　

す
。

○
料　

金　

４
号
玉
１
発
５
千
円（
税
込
）

○
募
集
発
数　

20
発

○
募
集
締
切
日　

７
月
31
日（
木
）

○
応
募
方
法　

30
字
程
度
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
料

　

金
を
添
え
て
、
観
光
商
工
課
観
光
班
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募　

集
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都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

☎
内
線
２
２
８
５

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

問

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

☎
内
線
２
６
２
５

「
自
然
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問

保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班

☎
内
線
２
５
９
１

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

〜
後
期
高
齢
者
医
療
〜

問

観
光
商
工
課
観
光
班

☎
内
線
２
２
７
２

平
戸
南
風
夜
風
人
ま
つ
り「
夏
の
陣
」

　

〜
平
戸
納
涼
花
火
大
会
〜

メ
モ
リ
ア
ル
花
火
を
募
集
し
ま
す

問

　５月27日、平戸港バスターミナル前浮き桟橋で、長崎県漁業
取締船「かいおう」の船内見学会が行われ、漁業関係者など92人
が最新機器が搭載された最新鋭の高速漁業取締船を見学しまし
た。これは先代の老朽化に伴い建造された同型船で、県の取締
船では初のウォータージェット推進装置を搭載。最大速力は時
速46.5ノット（約86㌔）で、今後、密漁や漁業違反の抑止、撲
滅に大きく能力を発揮するとして期待されています。

最新機器がズラリ！最新鋭の取締船に期待

　

平
成
20
年
度
の
保
険
料
額
は
、
７
月
に
平

成
19
年
分
の
所
得
を
基
に
年
間
保
険
料
額
を

決
定
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
す
べ
て
の
人
に
通
知
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
め
方

▼
普
通
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
や
介
護

　

保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合

　

算
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

　

る
人
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
に
よ
り
納

　

め
ま
す
。

▼
特
別
徴
収

　

普
通
徴
収
以
外
の
人
は
、
年
金
か
ら
の
天

　

引
き
と
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付
開
始
月

　

保
険
料
の
納
付
開
始
月
は
、
３
月
31
日
時

点
で
加
入
し
て
い
た
保
険
制
度
で
次
の
３
通

り
に
な
り
ま
す
。（
平
成
20
年
５
月
現
在
）

① 

国
民
健
康
保
険
、
国
保
組
合（
建
設
国
保

　

組
合
、
医
師
国
保
組
合
な
ど
）に
加
入
し

　

て
い
た
人

▼
各
自
納
め
て
い
た
だ
く
人（
普
通
徴
収
）

　

７
月
か
ら
納
付
書
な
ど
で
納
め
ま
す
。

▼
年
金
か
ら
の
徴
収（
特
別
徴
収
）

　

平
成
20
年
度
の
保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収
し

　

た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
を
10
月
以
降

　

に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

②
１
月
下
旬
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

　

し
た
75
歳
以
上
の
人
な
ど
、
ま
た
は
会
社

　

の
健
康
保
険
、
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な

　

ど
に
加
入
し
て
い
た
本
人

▼
各
自
納
め
て
い
た
だ
く
人（
普
通
徴
収
）

　

７
月
か
ら
納
付
書
な
ど
で
納
め
ま
す
。

▼
年
金
か
ら
の
徴
収（
特
別
徴
収
）

　

10
月
以
降
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の
天

　

引
き
と
な
り
ま
す
が
、
７
月
か
ら
９
月
ま

　

で
は
、
納
付
書
な
ど
で
納
め
ま
す
。

③
会
社
の
健
康
保
険
、
共
済
組
合
、
船
員
保

　

険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
被
扶
養
者

▼
各
自
納
め
て
い
た
だ
く
人（
普
通
徴
収
）

　

10
月
か
ら
納
付
書
な
ど
で
納
め
ま
す
。

▼
年
金
か
ら
の
徴
収（
特
別
徴
収
）

　

10
月
以
降
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の
天

　

引
き
と
な
り
ま
す
。

※
③
の
該
当
者
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

に
加
入
し
た
月
か
ら
２
年
間
、
保
険
料
は

　

均
等
割
額
の
み
と
な
り
、
さ
ら
に
５
割
減

　

額
さ
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
限
り
、
９
月
ま

　

で
は
納
付
す
る
必
要
が
な
く
、
10
月
か
ら

　

平
成
21
年
３
月
ま
で
９
割
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
制
度
は
、

入
院
時
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

食
事
代
も
減
額
さ
れ
る
制
度
で
す
。
認
定
を

受
け
る
場
合
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人

▼
適
用
方
法

　

申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
た「
限
度
額
適
用
・

　

標
準
負
担
額　

減
額
認
定
証
」を
医
療
機

　

関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
が
７
月
31
日（
木
）と
な
っ
て
い

　

る
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
引
き
続
き

　

認
定
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
更
新
手
続
き

　

が
必
要
で
す
。

　

８
月
１
日（
金
）か
ら
平
成
19
年
の
所
得
に

基
づ
き
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割

合
の
再
判
定
を
行
い
ま
す
。
自
己
負
担
割
合

が
変
更（
３
割
か
ら
１
割
ま
た
は
１
割
か
ら

３
割
）に
な
っ
た
人
に
は
、
新
し
い
被
保
険

者
証
を
お
送
り
ま
す
。
自
己
負
担
割
合
が
３

割
負
担
の
人
で
、
収
入
が
一
定
未
満
の
世
帯

の
人
は
、
負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
１
割
負
担
に
な
る
世
帯

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
収
入
合
計

（
必
要
経
費
や
控
除
を
差
し
引
く
前
の
合
計

額
）が
、
１
人
の
場
合「
3
8
3
万
円
」、
２
人

以
上
の
場
合「
5
2
0
万
円
」未
満
の
世
帯

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
申
請

自
己
負
担
割
合
の
判
定

　5月27日、崎方公園内の按針塚で、「第14回按針忌」（国際交
流ＨＩＲＡの会主催）が開催されました。これは、地理学、造船
技術などを日本に伝え、オランダやイギリスと、日本の通商関
係の発展に貢献した三浦按針 (ウィリアム・アダムス)をしのん
で、毎年行われているもので、会場には、白濵市長を始め、オ
ランダ総領事ディルク・ヤン・コップ氏など約50人が出席。三
浦按針をはじめとする先人たちの遺徳をしのび、献花しました。

三浦按針の遺徳をしのんで



『
屋
外
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
情
報
』

　

流
水
プ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が

楽
し
め
る
屋
外
プ
ー
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

○
開
設
期
間　

７
月
１
日（
火
）〜
９
月
15
日

　
（
祝
・
月
）

※

７
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）の
両
日
は
、
ウ

　

ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
無
料
で
開
放
し
ま

　

す
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
は
、
午
前
10
時
か

　

ら
午
後
６
時
ま
で
無
休
で
開
園
し
ま
す
。

『
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
』

○
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
・
清
掃

○
勤
務
資
格　

18
歳
以
上（
高
校
生
不
可
）

○
勤
務
期
間　

夏
休
み
期
間
中
お
よ
び
７
月
の

　

土
曜
と
日
曜

○
勤
務
条
件　

１
日
６
時
間（
週
30
時
間
）・
週

　

休
２
日
・
時
給
７
０
０
円

　

※

土
・
日
曜
、
お
盆
に
出
勤
で
き
る
人

『
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集
』

【
小
学
生
コ
ー
ス
】

○
期　

間　

７
月
〜
９
月（
第
２
期
）

○
と　

き

　

火
・
水
・
木
・
金
曜
日

　
　

①
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　
　

②
午
後
５
時
45
分
〜
午
後
６
時
45
分

　

土
曜
日

①
午
前
11
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

③
午
後
２
時
15
分
〜
午
後
３
時
15
分

④
午
後
３
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

○
料
金（
第
２
期
分
）　

週
１
回
７
千
円
・
週
２

　

回
９
千
円
・
週
３
回
１
万
１
千
円

　

※

第
３
子
以
降
は
半
額
で
す
。

【
マ
ス
タ
ー
ズ
コ
ー
ス
】（
大
人
の
水
泳
教
室
）

○
対
象
者　

18
歳
以
上
の
泳
げ
な
い
人

○
期　

間　

７
月
〜
９
月（
第
２
期
）

○
と　

き　

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
午

　

後
８
時
30
分

○
料　

金　

５
千
円

【
ア
ク
ア
ビ
ッ
ク
コ
ー
ス
】（
水
中
運
動
）

▼
昼
の
部

○
と　

き　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

　

①
午
前
11
時
〜
正
午

　

②
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

○
料　

金　

５
千
円（
１
か
月
）

▼
夜
の
部

○
と　

き　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

　

午
後
７
時
10
分
〜
午
後
８
時
10
分

○
料　

金　

１
万
３
千
円（
３
か
月
）

○
講　

師　

種
ヶ
嶋
篤
志 
氏

　

市
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

○
出
品
資
格　

小
学
生
以
上
で
、
市
内
在
住
者

　

ま
た
は
、
市
内
の
職
場
や
学
校
に
在
籍
す
る

　

人
は
、
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

○
出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

　

工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
刻

○
出
品
申
込
・
搬
入
日　

10
月
１
日（
水
）〜
３

　

日（
金
）

○
搬
入
場
所

▼
平
戸
地
区　

北
部
公
民
館
・
中
部
公
民
館
・

　

南
部
公
民
館

▼
生
月
地
区　

生
月
町
博
物
館  

島
の
館

▼
田
平
地
区　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
大
島
地
区　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ

　

ー
○
審
査
発
表　

10
月
17
日（
金
）

※

出
品
者
本
人
ま
た
は
団
体（
学
校
）あ
て
に
連

　

絡
し
ま
す
。
電
話
な
ど
に
よ
る
お
問
い
合
わ

　

せ
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

○
表
彰
式　

11
月
３
日（
祝
・
月
）　

　
　
　
　
　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
と　

き　

１
回
目　

８
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
　

２
回
目　

８
月
８
日（
金
）

　
　
　
　
　

各
回
と
も
午
前
９
時
〜

○
と
こ
ろ　

志
々
伎
湾
お
よ
び
志
々
伎
山
周
辺

○
内　

容　

漁
業
体
験
お
よ
び
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

○
対
象
者　

市
内
の
小
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保

　

護
者
な
ど（
各
回
40
人
以
内
）

○
参
加
費　

小
・
中
学
生　

１
千
５
百
円

　
　
　
　
　

大　

人　
　
　
　
　

２
千
円

○
募
集
期
限　

７
月
11
日（
金
）

○
申
込
方
法　

各
公
民
館
お
よ
び
生
涯
学
習
課

　

社
会
教
育
班
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
月
の
夏
の
風
物
詩
。
伝
統
的
な
木
造
船
で

速
さ
を
競
う「
舘
浦
競
漕
船
大
会
２
０
０
８
」

を
開
催
し
ま
す
。
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
水
産
の
町
の
伝
統
と
触
れ
合
う
大
会
で
す
。

○
と　

き　

７
月
21
日（
祝
）午
前
９
時
開
会

※

小
雨
決
行
。
荒
天
時
中
止
。

○
と
こ
ろ　

舘
浦
宮
ノ
下
広
場
・
舘
浦
港
内
一

　

円
○
内　

容

▼
海
上
イ
ベ
ン
ト　

一
般
・
中
学
生
・
女
性
・

　

地
区
対
抗
の
ク
ラ
ス
ご
と
に
行
う
競
り
舟
競

　

技
が
あ
り
ま
す
。

▼
陸
上
イ
ベ
ン
ト　

午
前
と
午
後
の
２
回
、
魚

　

の
つ
か
み
獲
り
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
、

　

園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
で
す
。

　

世
界
最
大
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
珍
し
い
チ
ョ
ウ

な
ど
の
昆
虫
標
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
昆
虫

展
を
、
今
年
は
移
動
展
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
林
慧
氏（
生
物
生
態
写
真
家
）や

浜
崎
さ
わ
こ
氏（
写
真
家
）の
写
真
も
展
示
し

ま
す
。

▼
第
１
回

○
と　

き　

７
月
３
日（
木
）〜
５
日（
土
）午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

市
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
第
２
回

○
と　

き　

７
月
10
日（
木
）〜
13
日（
日
）午
前

　

９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
第
３
回

○
と　

き　

７
月
19
日（
土
）〜
21
日（
祝
・
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー（
北

　

部
公
民
館
）

▼
第
４
回

○
と　

き　

７
月
24
日（
木
）〜
29
日（
火
）午
前

　

９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

生
月
町
博
物
館  

島
の
館

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
景
観
に
関
す
る
ご
意
見

を
反
映
さ
せ
た
景
観
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

７
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

景
観
計
画
と
は
、
今
後
目
指
す
べ
き
平
戸
市

ら
し
い
良
好
な
景
観
を
、
守
り
、
育
て
、
創
り

だ
す
た
め
の
目
標
や
方
針
、
ま
た
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
法
を
定
め
た
も
の
で

す
。
市
で
は
、
今
年
度
に
景
観
計
画
お
よ
び
景

観
条
例
の
制
定
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
者
か
ら
抽
出
し
た
５
千
人

○
回
答
期
限　

７
月
31
日（
木
）

※

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
人

　

も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
、
都
市
計
画
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
お
は
な
し
を
楽
し
む
』

○
と　

き　

８
月
23
日（
土
）

　

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
講　

演　
「
今
、
何
を
伝
え
る
か
」

○
講　

師　

松
谷
み
よ
子
先
生（
作
家
）

▼
交
流
会

・
と　

き　

午
後
５
時
〜

・
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
旗
松
亭

▼
夜
の
お
は
な
し
会

・
と　

き　

午
後
７
時
30
分
〜

・
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
旗
松
亭

・
参
加
費　

有
料（
金
額
に
つ
い
て
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
お
は
な
し
会
』

○
と　

き　

８
月
24
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
45
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

地
元
の
語
り
手
に
よ
る
お
話
し
会

○
参
加
費　

無
料

※

申
込
期
限　

７
月
25
日（
金
）

※

申
込
先　

昔
話
を
楽
し
む
九
州
沖
縄
交
流
会

　

世
話
人
会
事
務
局（
森
）　

☎
23-

３
１
３
１

募　

集
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シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

☎
23-

８
３
５
１

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

☎
内
線
２
６
３
３

平
戸
市
美
術
展
覧
会
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

問

南
部
公
民
館

☎
内
線
３
９
１
３

志
々
伎
自
然
体
験
交
流
事
業
の

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問

生
月
支
所
産
業
建
設
課

☎
内
線
4
1
3
4

舘
浦
競
漕
船
大
会
２
０
０
８
を

開
催
し
ま
す

問
教
育
委
員
会
田
平
分
室

☎
内
線
５
０
１
３

ミ
ニ
ミ
ニ
昆
虫
移
動
展
を

開
催
し
ま
す

問

都
市
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
班

☎
内
線
２
２
９
２

平
戸
市
の
景
観
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

問

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

☎
内
線
２
６
２
５

第
22
回
昔
話
を
楽
し
む
九
州
沖
縄

交
流
会
長
崎
大
会
を
開
催
し
ま
す

問

自転車で日本一周に挑戦中！
　６月３日、日本一周に挑戦している中村道雄さんが市役所を
訪れました。還暦記念と昨年亡くなった母の追悼のために、今
回で５回目の挑戦中。平戸に立ち寄ったのは、２回目に徒歩で
挑戦したとき、鹿児島県の佐多岬で足をケガし動けなくなった
中村さんを助けてくれた大坪幸人さん（新町）に会うためとか。
中村さんは、「今後、四国の88か所めぐりをし、８月の青森ね
ぶた祭りまでに青森に着きたい」と話していました。

　６月21日、北部公民館で、「第３回少年の主張大会」が行われ、
小・中学生29人が、日ごろ感じている家族や社会などのテーマ
について意見発表しました。小学生の部最優秀賞を今井チヨさ
ん（根獅子小６年）が受賞。中学生の部最優秀賞を種岡美里さん
（中部中３年）、特別賞を白石純平さん(大島中３年)が受賞し、
種岡さんは「少年の主張県大会」に、白石さんは「社会を明るくす
る運動」の弁論大会にそれぞれ市代表として出場します。

日ごろの思いを堂々と



　　

日
差
し
が
強
く
な
る
こ
の
時
期
、
30
度
を
超

え
る
真
夏
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
暑
さ
や
日
差

し
に
体
が
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
熱
射

病
や
日
射
病
い
わ
ゆ
る
熱
中
症
に
な
り
救
急
車

で
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

○
予
防
対
策
と
し
て

▼
日
中
、
長
時
間
の
作
業
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

　

途
中
で
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
中
の
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
、
も
し
、
外

　

出
を
す
る
時
は
、
帽
子
や
日
傘
を
使
用
す
る

　

な
ど
直
射
日
光
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

▼
炎
天
下
で
の
作
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
中
は
、
こ

　

ま
め
に
水
分
を
補
給
し
、
体
調
が
悪
い
時
に

　

は
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
熱
中
症
に
か
か
っ
た
人
に
は

▼
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の
効
い
た
と

　

こ
ろ
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

▼
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
楽
に
し
て
あ
げ
ま
し

　

ょ
う
。

▼
冷
た
い
水
に
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
や
氷
な
ど
で

　

手
足
・
脇
の
下
な
ど
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

○
症
状
の
度
合
い

▼
重
症
度
１　

熱
け
い
れ
ん（
立
ち
く
ら
み
や
、

　

ふ
く
ら
は
ぎ
な
ど
の
筋
肉
が
け
い
れ
ん
を
起

　

こ
し
た
り
し
ま
す
。）

▼
重
症
度
２　

熱
疲
労（
頭
痛
や
吐
き
気
、
目

　

が
回
っ
た
り
し
て
気
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。）

▼
重
症
度
３　

熱
射
病（
呼
び
か
け
に
応
じ
な

　

く
な
っ
た
り
、
手
足
が
動
か
な
く
な
っ
た
り

　

し
ま
す
。）

『
第
２
回
図
書
読
み
聞
か
せ
養
成
講
座
』

　

読
書
活
動
に
か
か
わ
る
人
材
育
成
の
た
め
、

子
ど
も
支
援
読
み
聞
か
せ
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

○
と　

き　

７
月
28
日（
月
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

北
部
公
民
館

○
講
座
名　
「
読
み
聞
か
せ
の
基
本
」

　
　
　
　
　

〜
今
、
な
ぜ
読
み
聞
か
せ
を
〜

○
講　

師　

富
原
美
智
子 

先
生

　
　
　
　
　
（
元
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

○
参
加
費　

無
料

『
第
４
回
平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
』

　

市
で
は
、
現
在
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
自
ら
も
国

際
人
と
し
て
の
世
界
観
と
真
の
も
て
な
し
の
心

を
学
ぶ
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
１
日（
金
）午
後
７
時
〜
午

　

後
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
座
名　
「
地
球
か
ら
の
ぞ
い
た
平
戸
」子
ど

　

も
の
未
来
に
、
大
人
が
で
き
る
こ
と

○
講　

師　

ホ
ン
・
ソ
ク
フ
ァ 

先
生（
韓
国
）

○
参
加
費　

無
料

　

６
月
15
日（
日
）か
ら
８
月
14
日（
木
）ま
で

の
２
か
月
間
は
、「
農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間
」

で
す
。
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
も
う
一
度
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
適
正
な
使
用
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
前
に
、
も
う
一
度
ラ
ベ
ル
を
読
ん
で
、

　

使
用
上
の
注
意
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
散
布
の
際
に
は
、
防
除
衣
、
メ
ガ
ネ
、
マ
ス

　

ク
な
ど
を
き
ち
ん
と
着
け
ま
し
ょ
う
。

③
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
農
薬
の
飛
散
を
最
小

　

限
に
抑
え
、近
接
圃
場
の
作
物
、周
辺
の
人
家
、

　

家
畜
、
河
川
な
ど
へ
の
影
響
に
十
分
注
意
し

　

ま
し
ょ
う
。

④
農
薬
散
布
器
具
は
、
使
用
後
の
洗
浄
を
徹
底

　

し
、
タ
ン
ク
、
ホ
ー
ス
の
洗
い
忘
れ
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
農
薬
は
、
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
す
る
な

　

ど
、
盗
難
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

梅
雨
期
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
り
田
畑
と
い
っ
た
農
地
や
水
路
・

農
道
な
ど
の
農
業
用
施
設
が
被
災
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
災
害
発
生
の
際
に
は
早
急
に

農
林
課
耕
地
班
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
国
が
支
え
る
大
き
な
安
心

　
　
　
「
農
業
者
年
金
」で
豊
か
な
老
後
を
！
』

　

農
業
者
の
み
な
さ
ん
、
老
後
を
安
心
し
て
過

ご
す
た
め
に
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん

か
。

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

歳
未
満
の
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
を
、
自
分
で
積
み
立

て
る
方
式
で
、
80
歳
ま
で
の
保
障
が
付
い
た
終

身
年
金
で
す
。
保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
〜
６

万
７
千
円
の
間
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
税
制
面

で
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担
い
手

に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
も
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
年
金
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
説
明
を

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

『
旬
の
情
報
で
農
業
経
営
を
支
援
す
る

　
　
　
「
全
国
農
業
新
聞
」を
読
み
ま
し
ょ
う
。』

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
農
業
会
議
所
が
発

行
す
る
週
刊
の
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。農
政
・

時
事
・
経
営
問
題
に
鋭
く
切
り
込
み
、
先
進
的

な
農
業
経
営
者
の
取
り
組
み
事
例
や
営
農
技
術
、

流
通
な
ど
の
旬
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
と
農
、
健
康
や
生
活
に
役
立
つ
話

題
も
満
載
で
、
地
方
発
の
身
近
な
話
題
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
の
参
考
に
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

○
申
込
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

○
購
読
料（
月
額
）　

６
百
円（
月
４
回
発
行
）

　

市
で
は
、
福
祉
事
務
所
総
務
班
、
各
支
所
市

民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
義
援
金
の
受
付
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
団
体
か
ら
の
義
援
金
も
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
市
民
の
善
意
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
被
災
地
域

へ
送
ら
れ
ま
す
。

○
受
付
締
切
日　

７
月
31
日（
木
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
北
部
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間
と
場
所
が
通
常
の
選
挙
と
は
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
７
月

22
日（
火
）の
告
示
日
に
立
候
補
が
定
数
以
内

の
場
合
は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
。

○
投
票
日　

７
月
31
日（
木
）

○
告
示
日　

７
月
22
日（
火
）

○
投
票
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
一
部

　

午
後
４
時
）

○
投
票
場
所　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い

　

ま
す
。

▼
投
票
で
き
る
人　

平
成
19
年
度
北
部
海
区
漁

　

業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

　

れ
て
い
る
人

▼
期
日
前
投
票

○
投
票
期
間　

７
月
23
日（
水
）〜
30
日（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※

投
票
所
に
よ
り
投
票
日
、
投
票
時
間
が
異
な

　

り
ま
す
。

○
投
票
場
所　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
・
市
ふ
れ

　

あ
い
セ
ン
タ
ー
・
市
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
・

　

生
月
支
所
・
田
平
支
所
・
大
島
支
所

　

同
じ
月
に
介
護
保
険
で
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
１
割
の
利
用
者
負
担
合
計
額（
同
じ
世
帯
に

複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
合
計

額
）が
高
額
に
な
り
、
一
定
額
を
超
え
た
と
き
は
、

申
請
に
よ
り「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」が
支
給

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
の
食
費
・

　

居
住
費
や
日
常
生
活
費
、
福
祉
用
具
購
入
費
、

　

住
宅
改
修
費
の
利
用
者
負
担
額
、
支
給
限
度

　

額
を
超
え
た
分
の
利
用
者
負
担
額
な
ど
は
、

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※

領
収
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

　

支
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
書
類　

領
収
書
・
印
か
ん
・

　

本
人
名
義
の
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

　
（
郵
便
局
を
除
く
。）
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生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

☎
内
線
２
６
２
５

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

農
業
委
員
会
総
務
班

☎
内
線
２
６
５
３

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

農
林
課
農
務
班

☎
内
線
２
２
５
９

農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間
で
す

問

消
防
本
部
予
防
課

☎
内
線
２
１
３
４

あ
な
ど
る
な「
熱
中
症
」

問

保
険
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
内
線
２
５
８
５

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

〜
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
〜

問

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
内
線
２
３
６
５

投
票
日
は
７
月
31
日

「
北
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
一
般
選
挙
」

問

農
林
課
耕
地
班

☎
内
線
２
２
６
２

農
業
関
係
災
害
の
発
生
時
に
は

早
め
の
ご
連
絡
を

問

福
祉
事
務
所
総
務
班

☎
内
線
２
５
６
３

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

問



■５月の交通事故 ■５月末までの
　　　火災救急件数件　数

死　者
負傷者

（重傷）１名 （軽傷）16名 （　）内は昨年同期

火災
救急

15件（　23件）
579件（488件）

7件
０名
17名

　

幅
広
い
職
業
の
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る

高
等
技
術
専
門
校
に
体
験
入
校
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
と　

き　
【
長
崎
校
】７
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　
【
佐
世
保
校
】７
月
23
日（
水
）

○
内　

容　

体
験
実
習
や
施
設
の
見
学
な
ど

○
対　

象　

高
校
生
な
ど

○
申
込
方
法　

高
校
生
は
進
路
指
導
の
先
生
を

　

通
じ
て
、
そ
の
ほ
か
の
人
は
直
接
各
校
へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

『
巡
視
艇
体
験
航
海（
平
戸
瀬
戸
）』

　

巡
視
艇
に
よ
る
平
戸
瀬
戸
の
体
験
航
海
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
27
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
、
午
前
11
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、

　

午
後
２
時
〜（
各
30
分
）の
４
回

○
集
合
場
所　

平
戸
海
上
保
安
署

○
対　

象　

高
校
生
以
下（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

○
募
集
人
数　

１
０
０
人（
保
護
者
を
含
む
。）

○
申
込
方
法　

往
信
は
が
き
に
乗
船
希
望
時
間
、

住
所
、
乗
船
希
望
者
全
員
の
名
前
、
年
齢
お

よ
び
電
話
番
号
、
返
信
は
が
き
の
表
に
代

表
者
の
住
所
、
名
前
を
記
入
の
上
、
平
戸

海
上
保
安
署（
平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
２
９

‐
２
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
決
定
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
締
切
日　

７
月
10
日（
木
）必
着

『
１
日
海
上
保
安
署
長
』

　

巡
視
艇
体
験
航
海（
１
回
目
）に
合
わ
せ
、

１
日
海
上
保
安
署
長
と
し
て
、
行
事
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
、
小
学
生（
高
学
年
）を
募
集

し
ま
す
。

○
募
集
人
員　

１
人

○
申
込
方
法　

巡
視
艇
体
験
航
海
と
同
様（
一

　

日
署
長
希
望
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

健
康
や
肥
満
が
気
に
な
る
み
な
さ
ん
。
気

に
な
っ
た
そ
の
時
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
中
高
年

を
対
象
に
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
体
力
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

家
族
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

７
月
13
日（
日
）午
前
９
時
〜
正

　

午（
平
成
21
年
１
月
ま
で
定
期
的
に
実
施
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

※
シ
ニ
ア
体
力
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

　

文
部
科
学
省
補
助
事
業
で
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
自
立
促
進
と
就
業
支

援
を
図
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
５
日（
火
）〜
平
成
21
年
１

　

月
30
日（
金
）の
毎
週
火
・
金
曜
日　

午
後

　

７
時
〜
午
後
９
時

○
と
こ
ろ　

中
部
公
民
館

○
定　

員　

20
人（
先
着
順
）

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
火
）

『
社
交
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　

in  

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｏ
の
開
催
』

　

元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
ホ
ー
キ
ン
ス
さ
ん
を
迎
え
て
、
社
交
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
12
日（
土
）午
後
３
時
〜
午

　

後
７
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

『
写
真
展
の
開
催
』

　

海
か
ら
見
た
平
戸
と
平
戸
の
植
物
の
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
１
日（
火
）〜
31
日（
木
）午

　

前
９
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

親
和
銀
行
平
戸
支
店

■善意のともしび

【
平
戸
地
区
】

中
瀬　

徠
杏 

英
敏 

度
島
中
部

作
江　

悠
莉
愛 

善
隆 

下
中
津
良

鴨
川　

晴
太 

敬
見 

高
越

烏
山　

恭
輔 

啓
輔 

西
の
久
保

吉
村　

悠
生 

秀
喜 

中
の
原

村
田　

ゆ
り 

友
和 

高
麗
町

松
山　

凛
香 

富
茂 

石
原
田

肥
後　

心
春 

斉 

田
原
崎

小
野　

柚
希 

俊
介 

中
の
原

宮
本　

さ
く
ら 

勝 

西
の
久
保

【
田
平
地
区
】

木
下　

陸
登 

誠
二 

野
田

谷
沢　

結
幸 

義
幸 

平
戸
口

七
種　

琴
乃 

慎
一
郎 

米
の
内

濱
﨑　

倫
太
郎 

圭
亮 

下
亀

【
平
戸
地
区
】

田
中　

長
壽 

80
歳 
5
／
16 

船
越

作
元　

ト
メ 

93
歳 
5
／
18 

水
垂

國
松　

八
千
代 

81
歳 
5
／
18 

薄
香
浦

山
田　

マ
キ
オ 

84
歳 
5
／
21 

根
獅
子
第
２

田
口　

實 

75
歳 
5
／
22 

潮
の
浦

針
尾　

直
義 

72
歳 
5
／
23 

敷
佐

森
本　

春
夫 

92
歳 
5
／
24 

下
中
野

加
島　

ハ
マ 

87
歳 
5
／
24 

志
々
伎
浦

福
海　

雅
治 

80
歳 
5
／
28 

川
内
浦

米
倉　

和
子 

80
歳 
6
／
1 

崎
方
町

福
田　

イ
チ
子 

82
歳 
6
／
2 

山
中

塩
屋　

美
代
子 

84
歳 
6
／
3 

上
大
垣

橋
元　

ハ
ナ 

90
歳 
6
／
5 

神
上

山
村　

理
枝 

39
歳 
6
／
8 

中
の
原

米
倉　

ヒ
ロ
ノ 

87
歳 
6
／
8 

上
大
垣

【
生
月
地
区
】

田
渕　

義
雄 

89
歳 
5
／
17 

元
触

中
野　

キ
ヤ 

84
歳 
5
／
21 

浦
北

戸
田　

ノ
ブ
ヱ 

96
歳 
5
／
22 

元
触

井
元　

達
男 

74
歳 
5
／
25 

浦
南

西
澤　

ハ
ル 

82
歳 
5
／
31 

元
触

畳
屋　

シ
ズ 

87
歳 
6
／
3 

浦
北

池
田　

泰
則 

66
歳 
6
／
5 

浦
北

前
田　

千
一 

75
歳 
6
／
7 

壱
部

【
田
平
地
区
】

森　
　

敏
郎 

77
歳 
5
／
15 

永
田

鈴
木　

蓉
子 

70
歳 
5
／
29 

福
崎

末
永　

ナ
ツ 

94
歳 
5
／
30 

上
亀

石
田　
　

太
郎 

73
歳 
5
／
30 

釜
田

古
木　

榮
一 

69
歳 
6
／
1 

下
里

辻
村　

照
義 

68
歳 
6
／
11 

坊
田

稲
澤　

保 

58
歳 
6
／
13 

下
里

【
大
島
地
区
】

佐
伯　

ハ
ナ 

83
歳 
5
／
21 

西
神
浦

　
　
　
　
　
　
　
（
5
／
16
〜
6
／
15
受
付
分
）

　篤志および香典返しで、次の方々から
ご寄付がありました（敬称略）。
ひらどふれあい福祉基金へ
　○大島村前平　川久保住男
宝亀小学校へ
　○宝亀町　石田　英喜（亡母　カノ）
田平町民センター図書室へ
　○田平町下寺免  山崎  雄士（亡妻  登美子）

県
立
高
等
技
術
専
門
校

「
一
日
体
験
入
校
」の
参
加
者
募
集

長
崎
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
５-

８
８
７-

５
６
７
１

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
５
６-

62-

４
１
５
１

申
・
問
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平
戸
海
上
保
安
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
戸
海
上
保
安
署

☎
22-

３
９
９
７

問

パ
ソ
コ
ン
講
習
の
受
講
生
募
集

平
戸
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
事
務
局

（
市
福
祉
事
務
所
内
）

☎
内
線
２
５
７
５

気
軽
に
楽
し
く
♪
体
力
づ
く
り

シ
ニ
ア
体
力
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

平
戸
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ビ
ク
ト
リ
ー（
松
本
）

☎
22-

４
１
８
６

問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど

遊
学
ね
っ
と
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と

☎
22-

４
３
７
２

問

鄭
成
功
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

平
戸
観
光
協
会

☎
23-

８
６
０
０

問

カ
メ
ラ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

江
迎
写
真
愛
好
会（
柴
山
）

☎
０
９
０-

２
３
９
７-

５
０
６
１

問

申
・
問

な
か
の　

　
と　

だ　

い
の
も
と 

た
つ
お

に
し
ざ
わ　

た
た
み
や

い
け
だ 

や
す
の
り

ま
え
だ 

せ
ん
い
ち

も
り 

と
し
ろ
う

す
ず
き 

よ
う
こ

す
え
な
が　

い
し
だ 

じ
ん
た
ろ
う

ふ
る
き 

え
い
い
ち

つ
じ
む
ら 

て
る
よ
し

い
な
ざ
わ 

た
も
つ

　
さ
い
き

な
か
せ 

ら
い
あ
ん 

ひ
で
と
し

さ
く
え 

ゆ　

り　

あ 

よ
し
た
か

か
も
が
わ 

は
る
た 

た
か
み

か
ら
す
や
ま 

き
ょ
う
す
け 

け
い
す
け

よ
し
む
ら 

ゆ
う
せ
い 

ひ
で
き

む
ら
た 

と
も
か
ず

ま
つ
や
ま 

り
ん
か 

と
み
し
げ

　
ひ　

ご 

こ
は
る 

ひ
と
し

　
お　

の 

ゆ
ず
き 

し
ゅ
ん
す
け

み
や
も
と 

 

ま
さ
る

　
き
し
た 

り
く
と 

せ
い
じ

た
に
ざ
わ 

　
ゆ　

い 

よ
し
ゆ
き

さ
い
く
さ 

こ
と
の 

し
ん
い
ち
ろ
う

は
ま
さ
き 

り
ん
た
ろ
う 

け
い
す
け

　
た
な
か 

ち
ょ
う
じ
ゅ
う

さ
く
も
と　

く
に
ま
つ 

や　

ち　

よ

や
ま
だ　

　
た
ぐ
ち 

み
の
る

は
り
お 

な
お
よ
し

も
り
も
と 

は
る
お

　
か
し
ま

ふ
く
み 

ま
さ
は
る

よ
ね
く
ら 

か
ず
こ

ふ
く
だ

し
お
や 

み　

よ　

こ

は
し
も
と　

や
ま
む
ら 

り　

え

よ
ね
く
ら　

　
た
ぶ
ち 

よ
し
お

　

ア
ジ
ア
の
英
雄「
鄭
成
功
」を
た
た
え
て
、

「
鄭
成
功
生
誕
祭
」を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
14
日（
月
）午
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　

鄭
成
功
廟（
川
内
町
丸
山
公
園
内
）

　

生
物
生
態
写
真
家
の
栗
林
慧
氏
、
写
真
家
の

浜
崎
さ
わ
こ
氏
を
講
師
に
招
き
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
を
中
心
と
し
た
写
真
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
カ
メ
ラ
、
弁
当
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

７
月
20
日（
日
）午
前
９
時
〜

○
と
こ
ろ　
（
午
前
）白
岳
公
園
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
午
後
）江
迎
町
中
央
公
民
館

○
参
加
費　

1
千
円

　
　
　
　
　
（
印
画
紙
代
な
ど
を
含
む
。）

0950-53-28160950-53-28160950-53-2816

戒名彫刻・クリーニング
改修・移設・合祀

創業７０年　お墓のことなら何でもご相談下さい

墓　石
記念碑 松永石碑店松永石碑店松永石碑店

設計
製作
施工

生月町山田免２３３１

て
い 

せ
い 

こ
う

総額30万円・50万円・75万円
100万円・150万円の各コース
がございます。


